


十

九

世

紀

初

頭
.の

町

と

村

-

糸
魚
川
黒
貝
騒
動
の
分
析
を
中
心
に
-

鎌

田

永

吉

十
九
世
紀
初
頭
'
す
な
わ
ち
天
保
改
革
の
前
夜
に
当
る
文
化
文
政
期
の
歴
史
的
位
置
づ
け
は
'
最
近
と
み
に
試
み
ら
れ
つ
つ
あ
る
｡

(1
)

す
な
わ
ち
'
こ
の
時
期
は
'
ま
ず
'
江
戸
地
廻
り
経
済
国
の
発
展
に
対
応
す
る
幕
府
支
配
機
構
の
再
編

･
強
化
が
進
め
ら
れ

る

一
方
'

(2
)

中
央
市
場
の
独
占
強
化

へ
の
都
市
商
業
資
本
の
坊
極
的
動
き
と
独
占
打
破

へ
の
新
し
い
動
向
が
激
突
し
っ
つ
あ

り
'
そ
の
背
蕊
に
化
政
期

(3
)

の
農
村
の
一
般
的

｢繁
栄
｣
が
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
｡
こ
れ
を
地
域
市
場
の
成
立
と
い
う
か
た
ち
で
と
ら
え

る

こ

と
も
可
能

で
あ
ろ
う
｡

一
方
'
こ
の
時
期
の
島
民
闘
争
は
盈
的
に
停
滞
す
る
反
面
'
闘
争
形
旗
が
激
化
す
る
と
同
時
に
'
広
域
的
特
質
を
持
つ
事
実

(4
)

も
指
摘
さ
れ
て
い

る

｡

と
こ
ろ
で
'
こ
こ
で
と
り
あ
げ
る
北
陸
地
方
の
1
小
陣
屋
町
糸
魚
川
は
'
史
料
館
機
関
研
究
の

｢近
世
城
下
町
史
料
の
基
礎
的
研
究
｣

の
対
象
地
域
の
一
つ
と
し
て
'
東
北

･
中
国
地
方
等
の
外
様
大
藩
城
下
町
に
対
す
る
北
陸
譜
代
小
藩
の
陣
屋
町
の
例
と
し
て
取
り
上
げ
ら

(5
)

れ
た
も
の
で
あ
る
が
'
こ
の
地
域
に
関
す
る
系
統
的
研
究
の
成
果
報
告
は
ま
こ
と
に
乏
し
く
'
そ
こ
で
の
史
料
研
究
に
当
っ
て
も
'
か
な

り
の
陸
路
に
逢
着
す
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
｡

十
九
世
紀
初
頭
の
町
と
村
(鎌
田
)
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二

二

一
般
に
'
城
下
町
史
料
の
基
本
的
存
在
形
態
を
確
定
す
る
こ
と
は
き
わ
め
て
困
妊
な
作
業
に
属
す
る
｡
個
々
的
に
は
'
例
え
ば
'
町
年

育

(惣
町
横
断
･
商
人
司
･
領
内
割
元
な
ど
も
含
め
た
)
や
町
庄
屋
の

｢御
用
留
｣
の
成
立
年
代
確
定
と
そ
の
意
味
の
把
握
'
記
載
形
式

･
内

容
の
相
互
比
較
検
討
な
ど
は
勿
論
'

｢相
場
書
上
｣
ひ
と
つ
を
と
っ
て
み
て
も
'
そ
の
日
的

･
性
格

･
記
載
形
式

･
機
能
等
の
時
代
的

･

地
域
的
差
昇
の
確
定
な
ど
は
'
城
下
町
史
料
の
基
本
的
類
型

･
整
理
分
類
基
準
の
確
定
や

一
般
に
古
文
書
学
的
研
究
の
基
礎
的

･
体
系
的

作
業
と
し
て
重
要
視
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
'
そ
の
前
提
と
し
て
は
'

一
定
程
度
の
'
そ
の
領
国
の
構
造
-

支
配
制
度

･
機
構
'

租
税
体
系
'
さ
ら
に
生
産
構
造
や
市
場
関
係
等
に
関
す
る
基
礎
的
事
実
の
把
握
が
必
要
で
あ
る
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
0

本
稿
は
'
当
面
こ
の
目
的
に
添
っ
て
'
文
政
二
年
に
糸
魚
川
地
方
に
発
生
し
た
い
わ
ゆ
る
黒
貞
騒
動
を
素
材
に
'
十
九
世
紀
初
頭
に
お

け
る
当
地
方
の
政
治
的

･
社
会
的
矛
盾
の
集
中
的
表
現
形
態
を
捉
え
'
そ
れ
に
よ
っ
て
'
こ
の
時
期
の
町
と
村
の
歴
史
的
諸
関
係
を
具
体

的
に
確
定
し
ょ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
｡
こ
の
作
業
は
･
そ
れ
自
体
二

面
･
先
の
幕
末
期
の
臥

㌘

続
く
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
･
本

来
こ
こ
で
ま
と
め
て
取
扱
う
べ
き
'
明
治
二
年
に
発
生
し
た
根
知
谷
西
浜

一
帯
の
い
わ
ゆ
る
贋
金
騒
動
の
分
析
を
予
定
し
て
い
る
も
の
で

あ
り
'
同
時
に
'
近
世
陣
屋
町
史
料
の
基
礎
的
研
究
の
た
め
の
前
提
を
な
す
も
の
で
あ
る
｡

註(
1
)

当
面
'
北
島
正
元

｢化
政
期
の
政
治
と
民
衆
｣
(岩
波
講
座
『
日

本
歴
史
』
近
世
5
)
が
最
も
す
ぐ
れ
た
包
括
的
問
題
提
示
を
し
て

い
る
｡

(
2

)

さ
し
当
り
'
林
玲
子

『江
戸
問
屋
仲
間
の
研
究
』

(
l
九
大

七
'
お
茶
の
水
苔
房
)
の
と
く
に
第
三
章
'
北
島
正
元
編

『江
戸

商
業
と
伊
勢
店
』
所
収
の
松
本
四
郎
氏
の
菱
垣
廻
船
仲
間
成
立
の

分
析
な
ど
町
実
証
的
成
果
参
照
｡

(
3
)

小
野
正
雄

｢天
保
期
を
画
期
と
し
た
市
場
構
成
の
変
化
｣

(磨

史
学
研
究
三
二
九
)
の
問
題
捉
起
｡

(
4
)

青
木
虹
二

『百
姓
一
挟
の
年
次
的
研
究
』

(
一
九
六
六

新
生

社
)
1
〇
七
貢
以
降
｡
激
化
の
原
因
に
つ
い
て
は
林
基
氏
の
'
好

.
況
に
よ
る
上
層
の
戦
線
離
脱
'
そ
れ
に
よ
る
貧
農
･
半
プ
ロ
の
孤

立
と
い
う
指
摘
が
あ
る

(同
氏

『百
姓
一
操
の
伝
統
』)｡

(
5
)

そ
の
中
で
一
九
六
1
年
刊
行
の
青
1F/<真
率
氏
者

『青
海
-
そ
の

生
活
と
発
展
-
』
は
'
糸
魚
川
を
含
め
た
西
頚
城
姫
川
流
域
の
諸

地
帯
に
つ
い
て
き
わ
め
て
要
領
良
く
ま
と
め
ら
れ
た
最
近
の
良
書

で
あ
る
｡

(
6
)

拙
稿

｢幕
末
･
維
新
期
の
社
会
情
勢
｣
(上
智
史
学
十
一
)0



ニ

(

1
)

ま
ず
黒
月
騒
動
と
い
わ
れ
る
も
の
を
そ
の
事
件
の
経
過
に
沿
っ
て
'
主
題
に
関
係
す
る
内
容
を
次
の
数
項
に
要
約
し
て
お
こ

う

.

3
文
政
二
年
八
月
二
八
日
'
郡
代
黒
河
九
郎
治
か
ら
町
年
寄

･
割
元
に
対
し
て
総
額
九
'
三
七
五
両
の
御
頼
金
賦
課
が
申
渡
さ
れ

た

.賦
課
金
額
と
人
名
は
第
1
表
の
と
お
り
で
あ
る
｡

右
の
内
'
表
下
段
の
一
'
六
八
九
両
は
西
浜
割
元

･
惣
代
七
人

(
山
崎

･
奥
泉

･
岩
崎

･
子
田
･
松
山
(禎
)
･
竹
田
･
関
原
)
の
丑
年

(
文
化

一
四
)
の
見
越
出
金
分
で
'
残
り
七
､
六
八
六
両
と
区
別
さ
れ
て
い
る
｡
九
'
三
七
五
両
の

｢御
帳
面
高
｣
内
訳
は
'

①
四
千
七
百
四
拾
両

②
千
六
百
八
拾
九
両

③
四
百
両

④
千
六
百
四
拾
三
両

⑤

内
六
百
弐
拾
両

⑥
残
而
千
三
百
壱
両

⑦
九
百
三
両

⑧

内
百
両

仲
間
十
八
人
音
才
覚
上
納
分

国
浜
割
元
惣
代
支
配
村
々
見
越
出
金
之
分

下
両
郷
今
度
新
出
金
之
分

町
方
金
主
名
前
四
十
人
分

寺
町
忠
左
左
衛
門
幸
左
衛
門
大
町
源
右
街
門
三
人
先
納
引
之

当
上
納
之
分

西
浜
在
方
二
十

一
人
出
金
分

田
海
村
忠
左
衛
門
･qQ
出
金
引
之

l

(2
)

と
な
る
｡
右
の
内
'
①
は
割
元
仲
間
古
才
覚
上
納
分
と
あ
る
が
'
他
の
記
録
が
こ
れ
を

｢貸
金
ト
シ
テ
上
納
シ
タ
ル
分
｣
と
述
べ
る
よ
う

に
':
既
納
分
と
推
定
し
う
る
｡
ま
た
②
は
右
記
録
に

｢是
ハ
以
前
割
元
七
人
ヨ
リ
取
扱
上
納
分
｣
と
あ
る
ご
と
く
立
替
先
納
分
と
思
わ
れ

る

(
⑤

･
⑧
は
'
と
も
に
文
化

一
五
年
以
来
の
小
林
家

｢御
用
留
｣
に
登
場
す
る
)
｡

十
九
世
紀
初
頭
の
町
と
村
(鎌
田
)

一
一三
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第
1
衆
丈
政
二
年
御
頼
金
割
賦
人
の
構
成
(小
林
家
｢御
用
軌
そ
の
他
に
よ
る
)

御
頼
金
高
卜
人
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大
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田
梅
村

寺
町

松
山
療
右
街
門

小
林
与
一
郎

山
崎
只
右
衛
門

関
屋
徳
右
衛
門

目
黒
十
左
街
円

池
原
仁
左
衛
円

奥
泉
九
八
郎

岩
崎
七
右
衛
門

子
田
六
三
郎

松
山
禎
四
郎

竹
ー田
甚
五
右
衛
門

八
木
藤
右
衛
門

猪
又
八
郎
右
街
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小
山
茂
三
郎

猪
又
吉
五
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関
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十
郎
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衛
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用
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元
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欄
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,

勤
封
濁
し
8
野
竹
.
春
霞
外
殻

関
.

(

)
Pq苗
詳
細

.

こ
の
推
定

は
,

次
の
史

酢

よ
っ
て
と
も
に
先
納
立
替
金
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
う
る
｡

御
借
金
之
内
割

合
之
覚

御
借
金
高
壱
万
四
千
三
百
七
拾
両
也

此
訳

金
千
六
百
八
拾
五
両
ハ

七
千
石
百
姓
方
才
差
上
垣
侯
御
滞
金
高
'
但
元
金
也
'
利
米
五
升
五
ヶ
年
御
倍
置

同
千
六
百
両
ハ

御
領
中
依
御
見
立
二
差
上
置
候
御
滞
金
高
'
但
元
金
也
'
利
足
通
五
歩
五
ヶ
年
御
借
置

同
三
千
八
拾
六
両
ハ

御
在
所
町
年
寄
割
元
御
用
遠
方
才
差
上
置
供
御
滞
金
元
利
金
高
'
内
千
両
余
ハ
松
山
才
差
上
置
候
金
高

同
三
千
両
ハ

今
度
御
頼
金
被
仰
付
侯
八
拾
人
之
者
共
差
上
可
申
金
高
'
但
町
年
寄
割
元
御
用
達
加
談
人
共
十
八
人
除
之

同
五
千
両
ハ

江
戸
御
借
財
'
内
金
弐
千
両
ハ
大
殿
様
御
貯
金
'
三
千
両
ハ
御
他
借
之
事

つ
ま
り
'
江
戸
借
金
五
千
両
を
除
く
九
'
三
七

一
両
の
う
ち
六
'
三
七

一
両
は
在
方
先
倍

(上
納
)
金
す
な
わ
ち
御
滞
金
で
あ
る
｡
今

十
九
世
紀
初
頭
の
町
と
村
(鎌
田
)
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度
上
納
金
は
三
'
〇
〇
〇
両

(実
は
二
'
九
四
三
両
)
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
｡

大
野
村

｢記
録
官
｣
が
'

｢御
用
達
町
年
寄
剖
元
十
八
人
之
者
♂
差
上
置
侯
金
子
'
元
利
共
引
取
申
積
二
両
'
江
戸
御
借
財
之
方
江
ハ

差
向
ケ
不
申
積
り
｣
と
喝
破
し
て
い
る
根
拠
は
そ
こ
に
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
て
お
こ
う
｡

各
庄
屋

･
被
割
賦
人
は
'

一
宮
社
殿
で
会
合
し
て
五
力
年
賦
上
納
願
を
申
出
た
が
'
町
年
寄

･
割
元
は
実
現
の
可
能
性
な
し
と
し
て
こ

れ
を
取
次
が
な
か
っ
た
｡

切九
月
二
日
夜
に
'
町

･
在
六
二
軒
の
大
戸
に
①
江
戸
出
訴
'
②
町
年
寄
松
山
察
右
衛
門
追
放
'
③
蜂
起
の
趣
意
を
記
し
た
張
紙
が
あ

り

､同
五
日
早
朝
に
町
方
数
名
の
出
訴
の
事
実
が
判
明
L
t
次
い
で
在
方
出
訴
も
明
ら
か
と
な
っ
た
｡
出
訴
人
は
総
計
四
四
名

(表
中
○

第2表 訴訟参加者の内訳

(第 1表中⑳-㊨)

町方 在方 計

24(1) 20(4) 44(5)

6(1) 0 6(1)0 7
1J 4

人
等

帰

着

慮

不

加

tJ･
iJ'･.
･?
l
t
d

気
不
坂

訟

田
柄
で
大

訴

①
②

③

④

註. ( )内は当時庄屋｡

印
の
も
の
)｡
郡
代

･
町
年
寄
ら
は
こ
の
対
策
に
追
わ
れ
た
｡

籾1
方
'
越
訴
勢
出
発
の
翌
六
日
'
羽
生

･
村
山
山
中
に
一
挟
勢
が
集
合
し
て
い
た
が
'
藩
当
局

･

町
役
人
も
気
付
い
て
い
な
か
っ
た
･

(

略
地
図
参
照
)｡
そ
し
て
'
突
如

二
二
日
夜
か
ら
'
前
記
町
年
寄
兼

用
達
松
山
察
右
衛
門
居
宅

･
土
蔵
'

分
家
小
松
屋
良
八
'
弟
の
割
元
兼
内
用
達
加
談
人
松
山
禎
四
郎
の

各
居
宅
･土
蔵
に
打
ち
こ
わ
し
が
か
け
ら
れ
る
｡

一
挟
勢
お
は
そ
二
'
〇
〇
〇
名
と
町
年
寄
は
報
告
し
て

い
る
｡
さ
ら
に
別
働
隊
お
よ
そ
五
〇
〇
名
が
陣
屋
に
向
か
い
'
郡
代
黒
河
と
の
面
会
を
強
要
し
'
五
箇

(4
)

条
の
要
求
書
を
つ
き
つ
け
た
.
翌

一
四
日
'

一
挟
勢
は
増
加
し
て
三
千
-
四
千
名
に
達
し
'
剖
元
兼
内

用
達
加
談
人
子
田
六
三
郎

･
同
竹
田
甚
五
右
衛
門

･
横
町
善
玉
左
衛
門
宅
も
打
ち
こ
わ
し
は
じ
め
た
｡

相と
こ
ろ
で
'
打
ち
こ
わ
し
計
画
に
連
判
し
な
が
ら
両
日
の
行
動
に
参
加
↓
な
い
村
が
あ
っ
た
｡
大

野
村
は
じ
め
根
知
谷

〓

ヵ
村
が
そ
れ
で
あ
る
｡

一
挟
勢
は
そ
の
背
信
行
為
を
怒
り
'

一
五
日
夜
を
期

し
て
の
町

･
在
連
合
勢
力
に
よ
る
大
野
村
打
ち
こ
わ
し
計
画
を
樹
て
て
い
た
が
'
根
知
谷
勢
は
こ
れ
を



本
十
九
世
紀
初
頭
の
町
と
村
(鎌
田
)

那

負

′
′
ノ′



十
九
世
紀
初
頭
の
町
と
村
(鎌
田
)

一
二
〇

知
っ
て
逆
に
'
町
方
攻
撃
の
た
め
に
同
夜
上
苅
村
ま
で
押
寄
せ
た

(
こ
の
動
き
は
'
二
五
日
ご
ろ
ま
で
続
い
て
い
た
)
｡

し
か
し
'
.
〓
ハ

日
に
至
り
'
田
沼
領

･
加
賀
額
'

一
八
日
に
榊
原
解
か
ら
総
計
八
〇
〇
人
が
鎮
圧
出
動
し
た
た
め
打
ち
こ
わ
し
は
終
息
す
る
｡

灼
つ
ぎ
に
'
二
七
日
に
は
早
川
谷
有
間
川
村
の
田
沼
領
惣
代
小
峯
市
右
衛
門
宅
に
放
火
が
あ
っ
て
全
焼
L
t
さ
ら
に
1
0
月

二

日
に

小
前
百
姓
が
蜂
起
し
て
村
々
惣
代
宅
を
打
ち
こ
わ
し
始
め
た
｡
小
峯
の
ほ
か
'
井
川
原
村
由
右
衛
門

･
上
出
村
善
右
衛
門

･
同
音
八

･
下

出
村
半
兵
衛

･
川
嶋
村
才
三
郎
家
が
そ
れ
で
あ
る
｡
上
出

･
下
出
は
糸
魚
川
領
で
あ
り
'
下
出
は
幕
街
相
給
で
あ
る
｡

掛

1
方
'
出
訴
人
は
'

1
九
日
江
戸
屋
敷
で
訴
状
を
提
出
し
趣
意
を
陳
弁
し
て
い
る
O

ま
ず

一
八
日
に
は
今
井
村
金
兵
衛
外
五
名
が
代
表
し
て
'

(
カ

)

ヽ
ヽ
,
ヽ
,
,

我
等
町
年
寄
之
権
威
二
恐
'
当
惑
仕
侯
'
依
之
不
得
止
事
江
戸
表
へ
直
御
上
納
御
厨
申
上
皮
'
家

々

出
府
任
侠
処
'
不
斗
落
合
侯
者

凡
四
拾
余
人
-
-
御
在
所
御
借
財
不
残
五
七
ヶ
年
之
内
無
利
足
御
借
置
之
上
'
此
度
被
仰
付
侯
御
頼
金
七
千
六
百
八
拾
六
両
ヲ
以
三

四
ヶ
年
二
江
戸
表
御
借
財
被
為
解
侯
様

と
述
べ
'
二
一
日
に
再
度
吟
味
に
応
じ
て
訴
意
を
陳
述
し
た
｡
す
な
わ
ち
'
直
上
鍋
原
は

｢御
在
所
江
差
出
侯
得
者

(
町
年
寄
割
元
加
談

人
共
才
出
金
之
-
引
用
者
註
)

利
金
の
み
こ
相
成
｣
る
こ
と
の
防
止
の
た
め
で
あ
り
'
こ
れ
を
許
さ
れ
な
け
れ
ば

｢恨
を
含
侯
趣
'
小
前

之
者
共
之
名
前
相
謬
'
落
文
致
侯
儀
二
御
座
候
｣
と
脅
迫
し
'
過
般
之
在
所
借
金
を
江
戸
借
財
返
済
に
充
て
る
こ
と
'
小
前
へ
の
手
当
米

(5
)

も
難
渋
人
同
様
施
す
べ
き
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
｡
二
七
日
の
吟
味
で
も
右
の
直
上
納
の
趣
旨
を
'
松
山
等
の
所
業
の
具
体
例
を
挙
げ
て

敷
延
し
て
述
べ
て
い
る
が
'
小
前
手
当
米
支
給
の
件
は
小
前
の
要
求
と
い
う
よ
り
は
自
分
た
ち
の
判
断
で
あ
る
t
と
陳
弁
し
て
い
る
｡

さ
ら
に
'
享
和
年
中
の
'
信
州
下
り
荷
物

へ
の
新
規
庭
銀

(
壱
駄
に
弐
分
宛
)
取
立
て
に
触
れ
て
'

｢御
上
様
之
御
益
筋
こ
も
不
相
成

(
カ
)

儀

無

謂
'
何
之
含
:
侯
哉
'
信
州
問
屋
之
益
而
巳
ミ
為
致
'
糸
魚
川
町
在
大
勢
之
商
人
共
ニ
｣
は
無
益
で
あ
る
と
し
て
そ
の
撤
廃
を
要
求

し
て
い
る
｡



一
方
在
所
で
は
,
十
八
日
に
西
浜
領
分
町
在
四
二
力
村
の
村
役
人
連
名
要
求
野

晶

中
村
十
太
夫
に
琵

さ
れ
て
い
た
が
,
こ
の
内

容
が
江
戸
出
訴
人
の
要
求
項
目
と
若
干
ズ
レ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
｡

(7
)

の
吟
味
は
翌
年
二
月
に
在
所
で
続
け
ら
れ
た
.
出
訴
人
惣
代
十
名

(表
中
※
印
)
は
そ
の
口
奉
で
'
御
頼
金
に
は
見
越
金
も
含
ま
れ
全
額

実
費
上
納
で
は
な
い
こ
と
を
了
承
し
た

(
こ
の
言
分
に
は
'
前
述
の
よ
う
に
疑
問
が
あ
る
)
と
し
な
が
ら
も
'
増
産
銀
撤
廃
は
な
お
強
く

要
求
し
て
い
る
｡

結
局
'
同

一
六
日
に
'
出
訴
庄
屋
六
人
閉
門
'
越
訴
人
五
三
人
押
込
'
町
在
庄
屋
三
七
人
閉
門
'
同
組
頭
四
二
人
押
込
'
領
中
三
七
力

村
過
料
銭
五
〇
〇
貫
文
と
各
々
処
分
を
う
け
'
前
記
被
打
穀
人
も
役
義
召
故
と
閉
門
'
池
原
等
四
人
御
吋
差
控
と
な
っ
た
｡
し
か
し
こ
れ

ら
の
処
分
も
'
数
日
-
十
数
日
で
い
ず
れ
も
解
か
れ
'
出
訴
人
の
犠
牲
は
事
実
上
皆
無
と
い
う
越
訴
と
な
っ
た
｡
郡
代
以
下
滞
当
局
賀
任

者
が
塾
居
以
下
の
処
分
を
う
け
た
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
｡
こ
の
訴
訟
が
'
当
面
'
･全
般
的
に
農
民
側
に
有
利
に
結
果
し
た
こ
と
を
こ
こ
で

品

指
し
て
･
追
及
は
措
く
｡
陣
容
を
入
れ
替
え
た
藩
当
局
が
,
直
ち
に
財
政
改
革
郡
が
示
し
て
収
奪
を

1
時
的
に
緩
和
せ
ざ
る
を
え
な

か
っ
た
こ
と
は
そ
の
一
つ
の
証
左
で
あ
る
｡

以
上
要
約
し
た
事
実
の
順
序
に
ほ
ぼ
即
し
て
'
当
面
の
問
題
点
を
大
別
し
て
次
の
三
点
に
ま
と
め
て
お
く
｡

3ま
ず
御
賄
金
九
'
三
七
五
両
賦
課
を
打
出
し
た
'
こ
の
段
階
の
藩
財
政
の
構
造
的
特
質
=
矛
盾
は
何
か
｡
市
当
局
は
'
何
を
'
ゼ
の

よ
う
な
か
た
ち
で
捕
捉
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
当
面
す
る
財
政
危
機
を
乗
切
ろ
う
と
し
た
の
か
｡
ま
た

川に
お
い
て
'
年
寄

･
割
元

･
惣

代
等

(
以
下
こ
れ
を
特
権
層
と
表
現
す
る
)
の
御
旗
金
政
策
に
果
し
た
役
割

･
位
置
に
つ
い
て
若
干
指
摘
し
た
こ
と
で
あ
る
が
'
こ
の

特
権
層
の
こ
の
段
階
に
お
け
る
性
格
は
い
か
に
把
握
さ
る
べ
き
か
｡

00
出
訴
の
狙
い
は
何
か
.
出
訴
者

･
同
調
者
の
特
質
を
'
攻
撃
対
象
た
る
特
権
層
と
の
対
比
に
お
い
て
ど
う
捉
え
る
か
｡

的
打
ち
こ
わ
し
は
'
い
か
な
る
矛
盾
の
所
産
と
し
て
発
生
し
た
の
か

(
そ
の
社
会

･
経
済
的
背
景
は
何
か
)｡

そ
の
内
部
矛
盾
'
㈱

･

十
九
世
紀
初
頭
の
町
と
村
(鎌
田
)

一
二
一
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佃

の
相
互
関
連
､
そ
の
総
体
と
し
て
の
歴
史
的
特
質
は
何
か
｡

本
稿
は
'
ほ
ぼ
右
の
諸
課
題
の
解
明
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
'
糸
魚
川
淳
領
の

一
九
世
紀
初
頭
に
お
け
る
個
別
分
析
'
と
く
に

社
会

･
経
済
史
的
研
究
を
そ
れ
自
体
と
し
て
意
図
し
た
も
の
で
は
な
く
'
騒
動
の
過
程
に
集
中
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
当
段

階
の
全
般
的
矛
盾
の
追
求
を
行
な
い
'
包
括
的

･
展
望
的
問
題
琴

不
に
重
点
を
お
い
て
い
く
｡
経
済
的
背
景
'
と
く
に
市
場
関
係
の
分
析

に
つ
い
て
は
'
と
く
に
別
掲
の
鶴
岡
論
文
を
参
照
さ
れ
た
い
｡

註(
1
)

以
下
'
事
件
の
経
過
に
関
す
る
記
述
は
'
と
く
に
断
わ
ら
な
い

か
ぎ
り
'
糸
魚
川
市
大
町
小
林
昭
三
氏
所
蔵
｢御
用
留
Lt
同
市
御

風
記
念
館
所
蔵

｢糸
魚
川
騒
動
記
事
｣
'
同

｢黒
貝
騒
動
記
Lt
同

市
大
野
中
継
所
所
蔵

｢記
録
留
｣
な
ど
に
よ
る
｡

(
2

)

郷
士
研
究
会
発
行

『
西
頚
城
郷
土
史
料
』
第
壱
輯
'

一
一
1

頁
.

(3
)

大
野
中
継
所
蔵

｢従
文
政
三
庚
辰
歳
至
案
未
年
記
録
留
｣｡

(
4
)

要
約
す
れ
ば
①
防
火
用
水
路
埋
立
に
よ
る
町
家
大
火
招
来

'
②

町
方
に
遊
女
屋
設
置
'
疫
病
蔓
延
'
③
天
満
宮
社
新
建
､
城
畑
掠

取
1
④
御
用
金
の
慈
意
的
賦
課
'
⑤
松
山
と
結
託
'
金
利
食
取
で

あ
る
｡

(御
風
記
念
館
蔵

｢黒
貝
騒
動
記
｣
)

(
5

)

例
え
ば
'
先
年
大
火
の
た
め
直
指
院
地
所
に
い
る
者
へ
'
地
代

の

他
に
頼
金
を
申
付
け
'
未
納
者
へ
は
松
山
が
立
替
え
て
利
息
を

と
-
立
て
る
例
を
挙
げ
て
い
る

(前
出

｢騒
助
記
事
｣
)0

(
6

)

一
'
御
直
段
之
儀
'
御
近
傍
通
用
仕
侯
様
御
取
立
被
成
下
侯

事
'
1
､
去
ル
丑
年
オ
見
越
金
井
月
割
御
帯
金
且
御
在
所
御
借
金
不
残

返
済
可
被
仰
付
侯
事
｡

1
'
江
戸
御
借
金
御
返
済
之
儀

(者
御
在
所
)
御
用
遠
方
江
安
利

二
而
御
引
替
被
仰
談
被
下
置
侯
事
｡

一
'
御
月
割
上
納
金
之
義
者
'
月
壱
剖
之
御
利
足
二
而

一
ケ
月
之

金
高
御
定
被
下
置
'
年
々
御
割
合
高
下
無
之
様
被
成
下
侯
事
｡

一
'
御
冥
加
米
'
当
卯
分
御
免
被
成
下
度
侯
事
｡

二

二
月
十
月
先
納
金
之
儀
者
'
是
迄
御
定
式
之
通
上
納
可
仕
侯

事
文
政
二
年
九
月
十
六
日

(
朗
銅

甥

諸

B
±

一ケ
村
百
姓
代

.
組
頭

.)

中
村
十
兵
衛
様

(御
風
記
念
館
蔵

｢糸
魚
川
騒
動
記
事
｣
｡

一
部
大
野
中
継
所
蔵

｢御
用
留
｣
に
よ
り
補
正
)

(

7
)

『
西
頚
城
郷
土
史
料
』
第
壱
韓
に
'

｢内
八
名
ハ
事
済
シ
タ
ル



後
モ
家
二
帰
ラ
ザ
リ
シ
ト
云
｣
と
あ
る
が
'
確
認
し
え
な
い
｡
出

訴
人
は
五
三
人
と
各
書
に
あ
る
が
'
病
気
等
不
参
者
･
△
印
の
者

を
含
む
数
と
な
る
｡
(第
2
表
参
照
)

(8
)

町
方
に
琴
不
さ
れ
た
改
革
案
は
'
①
江
戸
為
登
月
割
金
を
'
年

間
三
'
二
〇
〇
両
か
ら
向
う
七
カ
年
二
'
八
〇
〇
両
に
縮
減
'
②

在
所
諸
向
入
用
金
墜
二
五
〇
両
か
ら
二
五
〇
両
に
縮
減
'
③
在
所

収
納
節
約
残
額
一
'
〇
〇
〇
両
を
定
法
外
に
江
戸
借
財
返
済
に
充

当
'
米
価
高
騰
時
は
才
覚
金
返
済
に
充
当
'
④
月
割
上
納
金
は
年

々
高
下
な
き
よ
う
定
額
'
等
々
の
内
容
を
骨
子
と
す
る
も
の
で
あ

っ
た

(前
出

｢騒
動
記
事
｣)｡

三

結
城
秀
康
系
の
糸
魚
川
藩
主
松
平
氏
は
'
格
式
高
い
定
府
大
名
と
し
て
'
孝
和
二
年
現
在
家
臣
十
二
名
の
陣
屋
話
に
よ
る
在
所
支
配
を

(1
)

行
な
っ
て
い

る

の

で
あ
る
が
'
そ
の
1
万
三
千
石
の
支
配
領
域
頚
城

･
魚
沼
両
郡
は
大
部
分
い
わ
ゆ
る
越
後
山
間
地
帯
に
屈
す
る
｡
領
地

の
六
〇
%
を
占
め
る
西
浜
領

(前
掲
鶴
岡
論
文
参
照
)
は
'
姫
川
流
域
に
沿
う
根
知
谷
下
流
の
糸
魚
川
周
辺
部
に
僅
か
に
水
田
が
展
開
す

る
以
外
'
多
く
山
塊
海
岸
に
迫
っ
て
七
谷
の
流
域
に
沿
っ
て
究
落
が
散
在
し
'
北
島
正
元
氏
に
よ
っ
て
中
世
的
土
豪
の
系
譜
を
引
く
農
奴

主
的
地
主
支
配
の
堅
固
な
村
落
構
造
の
地
帯
と
し
て
特
警

け
ら
れ
て
い

(3

低
位
な
生
産
性
,
オ
ヤ
カ
タ
･
コ
カ
タ
関
係
と
そ
の
下
で

の
高
率
小
作
料
'
商
品
生
産
の
未
展
開
に
よ
る
分
解
の
停
滞
等
は
'
農
民
経
営
の
自
立
的
発
展
を
抑
止
す
る
基
礎
的
要
件
で
あ
り
'
地
主

I
小
作
関
係
も
当
地
域
に
お
い
て
は
,
幕
末
期
に
い
た
っ
て
も
極
端
な
未
展
開
を
示
し
て
い
た
と
思
わ
れ

(
T

Qo
)(
こ
れ
ら
の
点

に

つ
い
て

は
'
若
干
後
に
触
れ
る
)
｡

こ
れ
に
対
し
て
農
家
率
が
極
め
て
高
く
t
か
つ
入
寄
留
人
の
多
い
事
実
は
'
こ
の
地
域
の
後
退
的
農
村
構
造

を
端
的
に
示
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
｡

低
位
か
つ
不
安
定
な
生
産
力
構
造
を
支
配
基
盤
と
し
な
が
ら
'
小
藩
の
格
式
高
い
定
府
譜
代
大
名
た
る
松
平
氏
の
財
政
構
造
は
ま
た
'

極
め
て
基
盤
が
弱
く
動
揺
度
が
高
い
と
い
う
特
質
を
必
然
的
に
も
た
ら
す
｡
文
化
十

一
年
の
在
所
定
収
入
総
額
五
'
六
八
九
両
の
う
ち
'

七
三
%
が
在
府

･
額
国
経
営
費
'
残
る
二
七
%
が
在
所
借
財
返
済
に
充
て
ら
れ
て
い
る
L
t
前
述
の
と
お
り
'
文
政
二
年
段
階
の
在
所
借

十
九
世
紀
初
頭
の
町
と
村
(鎌
田
)

二

一三



十
九
世
紀
初
頭
の
町
と
村
(鎌
田
)

財

(先
借
分
)
額
だ
け
で
定
収
入
額
を
超
過
し
て
六
'
三
〇
〇
両
余
に
達
し
て
い
る
｡

年
々
の
貢
租

･
諸
役
金
収
入
を
大
幅
に
上
廻
る
財
政
支
出
を
補
顛
す
る
も
の
と
し
て
は
'
多
額
の
臨
時
御
用
金

(幕
府
軍
役

･
不
時
支

出
等
を
名
目
と
す
る
)
が
登
場
し
て
来
る
｡
享
保
二
年
の
市
制
成
立
以
来
幕
末
ま
で
の
臨
時
御
用
金
の
全
貌
は
も
ち
ろ
ん
把
握
で
き
な
い

(4
)

が
'
ほ
ぼ
宝
暦
年
間
か
ら
金
額

･
件
数
と
も
急
増
し
く
る
こ
と
は
否
め
な
い
｡
御
用
金
政
策
が
藩
財
政
の
潰
滅
事
態
を
辛
う
じ
て
救
っ
て

来
た
が
'
文
政
初
年
段
階
で
つ
い
に
在
所
先
借
金
額
の
み
で
六
千
両
を
突
破
し
た
こ
と
は
先
述
q
と
お
り
で
'
文
化
末
年
に
至
り
'
そ
の

調
達
は
い
わ
ば
限
界
状
況
に
達
し
て
来
る
｡
糸
魚
川
町
年
寄

｢御
用
留
｣
に
始
め
て
登
場
し
て
来
る
'
文
化
十

一
年
三
月

｢三
御
飯
収
納

米
金
大
横
書
｣
は
'
こ
う
し
た
状
況
に
対
し
て
藩
当
局
が
敢
え
て
財
政
収
支
見
積
を
提
示
し
て
町

･
在
の
特
権
層
に
新
し
い
協
力
姿
勢
確

立
を
呼
び
か
け
た
こ
と
を
意
味
す
る
｡
前
月
に
才
覚
金
調
達
を
呼
び
か
け
て
い
た
た
め
に
も
'
具
体
的
な
返
済
計
画
を
提
示
す
る
必
要
が

あ
っ
た
か
ら
'
返
済
見
積
額
は
江
戸
為
登
金

･
給
人
物
成
代
金
に
続
い
て
支
出
額
の
第
二
位
に
位
置
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で

あ
る
｡

青
う
ま
で
も
な
く
'
最
も
強
い
臨
時
才
覚
金
調
達
能
力
を
持
つ
も
の
は
先
述
の
在

･
町
方
特
権
層
で
あ
り
'
彼
等
が
困
窮
し
て
い
る
在

･
町
方

一
般

へ
の
賦
課
を
肩
代
り
す
る
条
件
を
持
つ
こ
と
も
当
然
で
あ
る
｡
そ
れ
だ
け
で
な
く
'
彼
等
の
持
つ
信
用

･
金
融
能
力
に
よ
っ

て
'
領
主
入
用
は
し
ば
し
ば
他
領
富
農
商
か
ら
の
借
金
も
可
能
で
あ
る
｡
最
も
多
い
の
は
高
田
で
あ
る
が
'
例
え
ば
'
文
化
十

三
年
九

月
'
十

一
月
に
町
年
寄
の
名
前
を
も
っ
て
'
三
島
郡
片
月
村
佐
藤
佐
平
か
ら
七
〇
〇
両
'
国
田
村
善
徳
寺

･
神
田
町
新
田
吾
郎
左
衛
門
か

ら
計
四
〇
〇
両
'
弛
船
村
上
原
次
郎
右
衛
門
か
ら
二
〇
〇
両
'
頚
城
郡
稲
□
村
中
村
平
左
衛
門
か
ら
二
三
五
両
'
石
神
新
田
磯
月
三
右
衛

(5
)

門
か
ら
六
〇
両
等
の
急
才
覚
金
借
用
の
事
実
も
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡
そ
れ
は
上
越
地
方
に
お
け
る
一
定
の
市
場
関
係
の
成
立
と
'

(6
)

そ
こ
で
の
糸
魚
川
町
と
く
に
年
寄

･
割
元
層
の
商
業

･
金
融
活
動
の
機
能
を
想
定
せ
し
め
る
も
の
で
あ
ろ
う
｡
そ
こ
で
は
米
'
お
よ
び
若

干
の
農
産
物
の
糸
魚
川
町
へ
の
買
付
け
と
農
村
消
費
物
資
の
販
売
を
通
じ
て
'
こ
れ
ら
糸
魚
川
町
の
特
定
商
人
と
'
農
村
市
場
を
掌
撞
す



第3表 池原家土地集積状況 (｢文化六歳正月 田地在高覚｣)

和
泉
･
上
沢
･
山
寺

･
別
所

･
薄
地
五
ケ
村
｡
三
仲
間
は
'
竹
田
･
野
本

･
池
原
｡

22･
一
竺

竺

∽

掌 琵

神領蓮台寺村

〝 片町村

殿領 寺 町

〝 新屋町

// 七間町

〝 横町酉

〝 〝末

〝 上苅村

新 田 流 揚

殿領 水峰村

〝 平年村

〝根小屋村

〝 中 村

〝 別所村

根知谷五ヶ村
栄 (仲間分)

合 計

十
九
世
紀
初
頭
の
町
と
村
(鎌
田
)

る
前
記
の
農
奴
主
的
地
主
眉
と
の
取

引
関
係
を
め
ぐ
る
結
び
つ
き
が
推
定

さ
れ
る
の
で
あ
る
｡

こ
れ
ら
特
権
層
に
よ
る
商
業
活
動

に
つ
い
て
は
他
の
論
者
に
よ
っ
て
ふ

れ
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
が
'
こ
こ
で

は
若
干
彼
等
の
実
態
に
言
及
し
て
お

く
｡
第
1
表
①

-
◎
ま
で
の
特
権
層

の
う
ち
町
方
関
係
に
つ
い
て
判
明
す

る
分
を
第
1
表
に
示
し
た
｡
持
高
は

文
政
五
年
現
在
で
あ
る
が
'
最
高
御

用
達
池
原
家
の
四
三
石
を
筆
頭
に
三

〇
-1
一〇
石
代
が
多
く
'
酒
造
'
廻

船
業
'
信
州
商
売
に
従
事
し
て
い
る

こ
と
が
目
立
つ
｡
こ
の
眉
の
領
内
農

村

へ
の
関
与
の
実
憶
を
'
池
原
家
に

つ
い
て
示
し
た
も
の
が
第
3

･4
表

で
あ
る
｡二
一五



第4表 文政2年池原家の小作納米･小作人

(文政二 ｢納米小作附控｣)

十
九
世
紀
初
頭
の
町
と
村
(鎌
田
)

息 ヾ 小作納米 百姓数 内 他 村 百 姓 同

.計五ケ町村 石95.884. 42人 上知4,

水崎3 1ケ根 知 舟 12.539 =11 大神堂2

,根小屋3中村4 9平 牛 村､ 14.375 10 押上6

,大和川2,平牛1,島1 10′′仲間田地

15.675 4 押上2,島2 4神 領 52.4356 19.押上4,連台寺10 14

早 川 谷 7.1042

5.. 薮1,蓮台寺1 2利 米 11.4375 3

ー酢 ll.5020 9 上町屋3,山寺3, .9A稲場2
,
大神堂1

合計 石
169
.
8448192
人(14ケ村) 65人

〓1

六

こ
れ
に
よ
る
と
'
文
化
六
年
現
在
'
三
町
内

と
町
場
に
近
接
す
る
水

崎

･
上
苅

･
神
領
二
力
材
と
と
も
に
'
根
知
谷

(大
網
通
り
)
の
根
小

屋

･
別
所
村
や
西
海
谷
の
平
牛
村
な
ど
か
な
り
遠
距
離
や
別
谷
の
村
に

ま
で
土
地
集
積
が
進
め
ら
れ
て
い
る
｡
同
家
所
持
高
は
先
述
の
よ
う
に

文
政
五
年
四
三
石
余
で
あ
る
が
'
こ
の
時
期
で
土
地
の
買
入
金
高

一
'

1
四
二
両
と
銀
五

1
匁
余
'
買
入
石
高
は

1
二
二
石
八
斗
余
と
所
持
高

の
三
倍
に
達
す
る
｡
い
AfT
ま
で
も
な
く
こ
れ
ら
は
質
地
集
積
に
よ
る
も

の
で
あ
り
'
後
述
の
よ
う
に
多
-
直
小
作
形
態
を
と
る
質
地
小
作
地
と

推
定
さ
れ
る
｡
文
政
二
年
に
は
小
作
納
米

一
七
〇
石
に
増
加
し
'
小
作

百
姓
も
第
3
表
の
七

一
人
か
ら

一
〇
二
人
に
急
増
し
て
お
り
'
集
積
対

象
は
遠
く
早
川
谷
に
及
ん
で
い
る
｡
小
作
米
が
石
高
を
上
廻
る
高
率
で

あ
る
こ
と
も
'
こ
の
際
重
要
な
事
実
で
あ
る

(
こ
の
点
､
後
述
)

｡

な

お
注
目
す
べ
き
こ
と
は
'
両
年
と
も
に
'
根
知
谷
忙

｢仲
間
田
地
｣
を

所
持
し
､
増
加
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
｡
文
政
二
年
に
は
平
年
村
に
も

所
持
す
る
に
い
た
る
｡
二

仲
間
｣
は
竹
田
･
藤

本

･
池
原
三
家
を
指
す
が
'
竹
田
は
後
の
根
知
谷
割
元
で
あ
り
'
野
本
は
当
時
信
州
問
屋

で
あ
N3
,)
と
か
ら
す
れ
ば
'
彼
等

｢仲
間
｣
が
な
ん
ら
か
の
方
法
を
も
っ
て
現
地
農
村
と
の
商
業

･
金
融
関
係
を
通
じ
て
土
地
集
積
を
遷

め
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
｡

1
方
'
文
政
五
年

｢請
印
帳
｣
に
よ
れ
ば
'
こ
れ
ら
特
権
層
の
多
く
が
､
多
数
の
借
家

･
借
地



借
入
を
支
配
す
る
｡
後
掲
第
7
表
参
府
)｡
糸
魚
川
町
方
特
権
商
人
に
よ
る
'
商
業

･
金
融
関
係
を
通
じ
て
の
地
方

･
農
村
支
配
が
'
化
政
期

に
い
た
っ
て
か
な
り
急
速
に
進
行
し
て
い
た
事
実
の
1
端
は
右
に
見
た
と
お
り
で
あ
る
が
'
そ
の
背
景
に
こ
の
時
期
に
お
け
る
小
農
民
経
･

営
の
一
定
の
展
開

(
=
農
村
の
繁
栄
)
を
想
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
｡

し
か
し
こ
こ
で
指
摘
せ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
'
右
の
特
権
層
内
部
に
お
け
る
新
し
い
変
化
の
動
き
で
あ
る
｡
糸
魚
川
藩
の
地
方
統
治

機
構
は
'
町
方
に
あ
っ
て
は
町
年
寄

(
1-
1高
｡
世
襲
)
を
頂
点
に
1
叫
毎
に
印
庄
屋

･
組
頭

･
町
代
が
置
か
れ
て
い
る
｡
そ
の
他
町

方
か
ら
年
頭
挨
拶
に
伺
候
す
る
も
の
に

'
信
州
間
臣

･
諸
職
頭

･
銭
座
頭

･
船
庄
屋
等
が
あ
り
'
村
方
に
は
村
庄
屋

･
組
頭
が
あ
っ
て
領

内
全
体
で
は
西
浜
各
谷

･
下
両
郷

･
魚
沼
ご
と
に
大
肝
煎
す
な
わ
ち
割
元
お
よ
び
割
元
惣
代
が
統
轄

･
貫
租
賦
課
に
当
っ
て
い
る
｡
他
に

町
方
に
は
藩
用
達

･
同
加
談
人
が
置
か
れ
て
い
る
｡
こ
れ
ら
の
う
ち
'
津
権
力
機
構
に
最
も
強
く
結
び
つ
く
の
は
'
い
う
ま
で
も
な
く
町

年
寄

･
割
元

･
用
達
で
あ
ろ
う
｡

文
化
十
三
年
以
降
'
藩
の
御
用
金
賦
課
は
九
月
に
町
方
に
1
'
五
〇
〇
両

(先
の
他
領
借
り
は
こ
の
た
め
か
)
'

1
四
年

一
二
月
に
は

(7
)

四
〇
〇
両
'

1
五
年
八
月
に
五
五
〇
両
.N
急
速
に
増
大
す
る
｡

こ
れ
ら
の
負
担
内
容
に
つ
い
て
は
他
の
分
析
に
譲
る
が
'
藩
は
調
達
円
滑

化
の
た
め
に
十
三
年
十
二
月
に
'
八
木
藤
右
衛
門

･
猪
又
八
郎
右
衛
門

･
同
書
五
郎

･
小
山
茂
三
郎
の
四
人
を
才
覚
加
談
人
に
任
命
L
t

十

一
月
に
は
七
間
町
子
田
六
三
郎

(
庄
屋
)

･
新
田
町
松
山
禎
四
郎

･
鉄
砲
町
竹
田
甚
五
右
衛
門
の
三
人
を
'
そ
れ
ぞ
れ
根
知
谷
の
内
横

町

･
新
屋
町

･
七
間
町

･
大
町
･
新
田
町

･
鉄
砲
町

･
寺
嶋
村
'
水
崎
村

･
上
苅
村

･
大
野
村
'
根
知
谷
の
内
八
力
村
の
支
配
を
命
じ
た

(8
)

(第
1
表
参
照
)0

こ
れ
ら
新
才
覚
加
談
人

･
新
惣
代
は
'
十
五
年
八
月
'
四
〇
〇
両
の
内
'
町
方

･
両
年
寄

･
池
原
と
別
に
合
計

一
〇
〇
両
'
文
政
元
年

に
五
〇
〇
両
の
内
三
〇
〇
両

(十
五
年
十

一
月
'

一
㌧
二
〇
〇
両
中
新
加
談
人
四
人
で
四
〇
〇
両
)
等
と
独
立
し
て
賦
課
対
象
に
名
を
連

ね
て
来
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
'
明
ら
か
に
新
し
い
御
用
金
調
達
能
力
を
持
つ
層
と
し
て
把
握
さ
れ
は
じ
め
た
も
の
と
い
っ
て
よ
い

十
九
世
紀
初
頭
の
町
と
村
(鎌
田
)

二
一七



十
九
世
紀
初
頭
の
町
と
村
(鎌
田
)

(異
質
負
担
額
は
こ
の
際
問
題
に
し
な
い
)
0

し
か
し
こ
う
し
た
才
覚
金
賦
課
も
'
全
体
と
し
て
調
達
能
力
の
1
定
の
限
界
状
況
に
来
て
い
た
特
権
層
と
し
て
'
直
ち
に
応
じ
え
た
も

の
で
は
な
い
｡
す
な
わ
ち
彼
等
は
在
所
で
の
藩
当
局
者
と
の
再
三
の
交
渉
を
諦
め
て
'
年
寄

･
割
元

･
惣
代
代
表
七
名
が
江
戸
出
府
に
よ

っ
て
解
決
し
よ
う
と
し
て
'
十
五
年
九
月
に
'
駅
間
屋
か
ら
願
書
が
出
て
い
る
宿
場
賃
銭
五
割
増
要
求
も
携
え
て
出
発
す
る

(
こ
れ
に
は

(9
)

松
山
察
右
衛
門
'
子
里

ハ
三
郎
も
含
ま
れ
て
い
る
)
｡

し
か
し
こ
の
交
渉
は
失
敗
し
た
o
在
府
当
局
者
か
ら

｢今
度
之
御
用
之
趣
相
分
り

不
申
｣
と
し
て
事
実
上
の
交
渉
す
ら
拒
否
さ
れ
て
帰
国
し
て
い
る
｡
剰
え
'
藩
は
不
手
際
の
郡
代
磯
野
治
右
衛
門
を
解
任
し
て
'
黒
川
九

郎
治
再
勤
を
命
ず
る
と
い
う
強
行
策
を
と
っ
て
来
た
の
で
あ
る
｡

潮
郡
代
黒
川
は
十

一
月
の
着
任
早
々
'
彼
等
に
そ
れ
ぞ
れ
被
下
物
を
与
え
新
任
務
申
付
'
席
次
改
'
さ
ら
に
扶
持
加
増

二
田
字
帯
刀
御

(10
)

免
等
の
新
特
権
を
賦
与
L
t
同
時
に
1
'
二
〇
〇
両
の
調
達
を
命
じ
た
｡
注
目
す
べ
き
は
'
子
田

･
松
山

･
竹
田
.e
l二
名
で
あ
る
.｡
彼
等

巷

事

前
に
割
元
惣
代
に
任
命
さ
れ
て
'
い
ま
ま
た
割
元
昇
任

･
内
用
達
加
談

･
苗
字
帯
刀
御
免
等
の
責
務
と
権
威
を
賦
与
さ
れ

て
い

る
｡
こ
う
し
た
急
速
な
特
権
獲
得
と
権
力
機
構

へ
の
接
近
は
'
先
に
挙
げ
た
才
覚
金
調
達
能
力
と
無
関
係
で
は
な
い
は
ず
で
あ
り
'
そ
こ

に
二
側
述
し
た
'
才
覚
金
調
達
の
'
対
農
民

(
町
方
下
層
民
滝
含
め
た
)
と
の
関
係
に
持
つ
特
殊
な
意
義
と
機
能
を
設
定
す
る
か
ぎ
り
'

当
然
な
が
ら
商
業

･
高
利
貸
資
本
と
し
て
の
新
し
い
発
展
を
考
慮
せ
ざ
る
を
え
な
い
｡
こ
の
商
業

･
高
利
貸
資
本
と
し
て
の
急
激
な
上
昇

と
い
う
事
実
と
権
力
へ
の
新
た
な
接
近
と
が
相
乗
さ
れ
た
と
き
に
'
そ
の
経
済
的
支
配
へ
の
直
接
的
抵
抗
が
こ
れ
ら
の
屑
に
最
も
強
く
現

出
し
や
す
い
こ
と
も
当
然
で
あ
ろ
う
｡

文
政
五
年
現
在
'
彼
等
の
持
高
が

一
石
ま
た
は
そ
れ
以
下

(第
1
表
参
照
｡
子
田
は

｢請
印
帳
｣
で
確
認
で
き
な
い
)
な
の
が
騒
動
の

結
果
に
よ
る
も
の
か
断
定
で
き
な
い
｡
ま
た
彼
等
の
急
上
昇
を
他
の
特
権
層
と
の
質
的
差
異

(例
え
ば
新
し
い
市
場
関
係
へ
の
対
応
)
に

基
づ
く
も
の
か
否
か
い
ま
判
定
で
き
な
い
.
｡
し
か
し
'
彼
等
が
'
同
時
に
酒
屋
小
松
屋
良
八
･
善
五
左
衛
門
と
も
ど
も
打
穀
し
対
象
に
な



っ
て
い
る
事
実
や
'
割
元
と
し
て
統
搭
し
て
い
た
楓
知
谷
農
村
よ
り
も
宵
浜
村
々
が
静
極
的
で
あ
っ
た
こ
と
と
考
え
合
わ
せ
て
'
そ
の
商

業

･
高
利
貸
的
側
面
が
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
｡
後
述
の
よ
う
に
'
彼
等
は
化
政
期
初
段
階
の
新

し
い
地
域
市
場
の
展
開
'
中
小
農
経
営
の
一
般
的
展
開
を
'
特
権
に
結
び
つ
く
こ
と
に
よ
っ
て
'
上
か
ら
掌
握
し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の

で
あ
っ
て
'
そ
の
限
り
で
一
定
の
新
し
さ
を
持
ち
な
が
ら
も
'
却

っ
て
流
動
す
る
矛
盾
対
抗
関
係
の
中
に
直
接
的
に
捲
き
こ
ま
れ
打
ち
こ

わ
し
の
攻
撃
目
標
と
な
っ
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
｡

直
接
打
ち
こ
わ
し
の
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
た
と
は
い
え
'
基
本
的
性
格
は
八
木

･
丙
猪
又
.･
小
山
の
新
才
覚
加
談
人
も
同
株
と
思
わ
れ

る
｡
例
え
ば
'
判
明
し
た
限
り
で
は
'
八
郎
右
衛
門
は
文
政
五
年
現
在
町
方
に
二
二
石
二
斗
を
所
持
し
'
廻
船
を
所
持
し
て
信
州
商
売
に

従
事
し
て
い
る

(
八
木
は
二
九
名
七
斗
､
吉
五
郎
は
六
石
余
)
｡

こ
の
新
剤
元

･
新
加
談
人
等
は
'
ひ
と
ま
ず
新
特
権
層
と
い
う
か
た
ち

で
把
握
し
う
る
も
の
で
あ
る
｡
彼
等
が
町
方
や
周
辺
農
村
部
を
商
業

･
金
融
活
動
を
通
じ
て
支
配
し
'
土
地
集
積
を
進
行
さ

せ
て

い
る

特
権
層
の
中
で
の
t
よ
り
急
激
に
上
昇
し
っ
つ
あ
る
新
興
商
業
資
本
で
あ
る
と
軒
に
'
ま
さ
に
そ
の
新
し
さ
の
故
に
一
方
で
権
力
と
急
速

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

に
接
近
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
同
時
に
'
他
方
で
は
同
時
に
上
昇
し
っ
つ
あ
る
商
業

･
高
利
貸
資
本
と
の
内
部
矛
盾

･
対
抗
関
係
を
拡
大
さ

せ
て
い
く
で
あ
ろ
う
｡
急
速
な
上
昇
fJ権
力

へ
の
接
近
と
い
う
新
た
な
側
面
が
'
さ
ら
に
直
接
金
融
支
配
と
高
率
小
作
料
の
収
奪
に
さ
ら

さ
れ
て
い
る
農
民
に
と
っ
て
'
当
面
の
攻
撃
対
象
と
し
て
選
択
さ
れ
て
来
た
こ
と
も
従
っ
て
当
然
の
結
果
で
あ
っ
た
と
い
わ
ざ
る
を
え
な

い
.
で
は
'
そ
う
し
た
新
特
権
層
と
新
興
商
人
層
お
七
び
億
民
と
の
間
に
生
み
胡
さ
れ
て
い
る
矛
盾
と
は
何

で
あ
り
'
そ
の
背
景
は
何

か
｡
次
に
'
こ
の
検
討
を
し
て
お
こ
う
｡

註(1
)

池
原
氏
蔵
享
保
二
年
｢諸
士
列
番
｣｡
な
お
同
年
の
家
臣
総
数
は

九
五
名
(内
徒
士
一
六
名
)'
う
ち
大
坂
詰
六
一
名
'
江
戸
詰
一
八

名
'
在
所
詩
一
六
名
で
あ
る
｡
文
化
六
年
現
在
'
知
行
総
高
一
'

十
九
世
紀
初
頭
の
町
と
村
(鎌
田
)

七
九
〇
石
'
扶
持
三
〇
人
扶
R
r
金
】
五
三
両
二
分
で
あ
る
(｢糸

魚
川
町
沿
革
史
｣
Ⅱ
)｡

(
2
)
.北
島
正
元
氏

｢越
後
山
間
地
帯
に
於
け
.る
純
粋
封
建
制
の
構

造
｣
(史
学
雑
誌
五
九
の
六
)｡
西
頚
城
地
方
の
各
谷
蛾
居
の
土
豪

二
一九



十
九
世
紀
初
頭
の
町
と
村
(鎌
田
)

の
系
譜
を
引
く
有
力
百
姓
の
存
在
に
つ
い
て
は
当
面

｢西
頚
城
郷

士
史
料
｣
参
の

｢附
録
｣
･が
政
略
的
把
握
に
役
立
つ
｡

(
3
)

例
え
ば
'
高
沢
裕

一
氏

｢米
作
単
作
地
帯
の
農
業
構
造
｣

(堀

江
英

一
編

『幕
末

･
維
新
の
農
業
構
造
』
所
収
)
の
指
摘
に
よ
れ

ば
明
治
十
六
年
現
在
'
西
頚
城
郡
は
'
小
作
地
率
三
六
%

(
1
四

郡
中

二
一位
)'
小
作
人
率
四
七

･
五
%

(同
上
)'
田
地
率
六

一

;
四
%

(同
上
)'
農
家
率
八
〇

･
四
%
(同
五
位
)
で
あ
る

(同

書

二
一三
賞
)
0

(
4
)

前
出

｢沿
革
史
I
L
に
｢糸
魚
川
松
平
家
歴
代
御
用
金
取
立
調
｣

1
質
が
作
成
さ
れ
て
お
り
'
大
体
の
傾
向
を
把
握
し
う
る
｡

(
5

)

小
林
氏
蔵

｢御
用
留
｣
十
三
･
九

･
二
二
'
同
十

一
･
六
条
｡

(
6

)

糸
魚
川
町
が
高
田
･
今
町
と
と
も
に
御
料
所
石
代
相
場
苔
上
を

し
て
い
た
こ
と
は
'
糸
魚
川
の
一
定
の
米
市
場
と
し
て
の
重
要
な

位
置
を
推
定
せ
し
め
る

(『中
頚
城
郡
誌
』第
二
巻
'
八
五
六
貢
'

他
)
｡

(
7
)

前
出

｢御
用
留
｣
十
三
･
九

二

三

'
同
十
四

･
十

丁

二
二

同
十
二
･
二
1
同
十
五

･
八
･
七
各
条

(
8

)

同
右
'
十
三
!
十

1
･
八
､
同
二
六
条
｡

(
9

)

同
右
'
十
五

･
八
･
七
条
以
下
｡

(
10
)

同
右
'
十
五

･
十

一
･
七
条
に
よ
れ
ば
'次
の
と
お
り
で
あ
る
｡

1
'
開
梱
槻
欝

帯

松
山
察
右
衛
門

1
'
細
別
朗
悶

山
崎
只
右
衛
円

割
元
上
席
被
仰
付
候

一
三
〇

一
'
右
同

T
t
右
阿｢
人
扶
持
加
増
'

1
'
朝
畑
朗
髄
加
増

L
･
禦

用
達
加
談

帯
刀
御
免

1
･
醐
FR
逮

娼

持

苗
字
帯
刀
御
免

一
'
右
同
断

剖
元
次
席

御
目
録
金
弐
百
疋
宛

苗
字
御
免

御
目
録
弐
首
疋
宛

右
之
通
被
仰
付
侯
上
'

之
通
被
仰
付
之
､

1
'
金
八
百
両

1
'
金
四
百
両

関
屋
徳
左
衛
門

目
黒
十
左
衛
門

剖
元
上
席

池
原
仁
左
衛
門

子
田
六
三
郎

松
山
禎
四
郎

-

竹
田
甚
五
右
衛
門

絹

原
徳
十
郎

.

美
守
惣
代
両
人

猶
又
一
同
御
座
敷
へ
被
召
呼
'
御
金
用
左

紬
納
調
達

五
人
三
人

新
加
談
人

四
人



四

(1
)

明
治
初
年
の
糸
魚
川
町
の

｢民
業
｣
に
つ
い
て

｢糸
魚
川
町
地
誌
｣
の
編
者
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
｡

古
来
ヨ
リ
信
州
北
安
曇
郡
ノ
線
路
ナ
ル
ヲ
以
テ
土
地
産
物
ノ
魚
類
及
ヒ
他
所
他
管
内
ヨ
リ
輸
入
ス
ル
処
ノ
魚
塩
其
他
ノ
物
品
ヲ
以
テ

松
本
へ
運
送
シ
之
ヲ
業
ト
ス
ル
者

掘
鮒
幣

甜
且
之
二
関
係
従
来
シ
括
業
ヲ
計
ル
者
十
=
シ
テ
殆
六
七
分
二
居
レ
リ
'
望

シ
テ
漁

業
ヲ
兼
ネ
或
ハ
エ
ニ
シ
テ
農
ヲ
兼
タ
ル
者
凡
亘
戸
'
呉
服
太
物
其
他
ノ
物
品
ヲ
商
業
ス
ル
モ
ノ
凡
三
亘
戸
'
酒
造
営
業
六
戸
雑
業
凡

五
六
十
戸
味
噌
箇
油
等
ハ
各
戸
二
日
料
ヲ
醸
ス

こ
れ
を
明
治
三
年
に
つ
い
て
み
た
も
の
が
第
5
表
で
あ
る
｡
こ
れ
ら
の
事
実
は
'
ほ
ぼ
幕
末
期
の
傾
向
を
反
映
す
る
も
の
と
考
え
て
よ

か
ろ
う
｡
す
な
わ
ち
町
高

一
'
二
八
〇
石
余
'
総
戸
数

一
'
〇
六
九
軒

(内
百
姓
四
七
三
'
水
春
五
九
六

(但
し
文
久
二
年
))
の
約
六
〇

-
七
〇
%
が
何
ら
か
の
か
た
ち
で
信
州
と
の
交
易
に
関
与
し
て
お
り
'
農

･
漁

･
工
兼
営
者

一
〇
〇
戸
'
呉
服

･
太
物
等
商
業
三
〇
〇

戸
'
酒
造
六
戸
'
雑
業
六
〇
戸
が
大
体
の
生
業
構
成
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
｡
雑
業
六
〇
戸
の
具
体
的
内
容
は
不
明
で
あ
る
が
'
糸
魚
川

が
高
田
榊
原
領
梶
屋
敷
と
青
海
の
間
に
あ
る
北
国
街
道
の
宿
駅
で
あ
る
こ
と
を
併
せ
考
え
る
と
'
交
通

･
運
輸
労
働
あ
る
い
は
仲
士
稼
な

(2
)

ど
が
多
く
含
ま
れ
る
も
の
と
推
定
で
き
よ
う
｡
糸
魚
川
町
経
済
に
お
け
る
信
州
商
売
の
地
位
が
高
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
'
こ
こ
で

町
の
展
開
に
つ
い
て
若
干
の
検
討
を
加
え
て
お
こ
う

(
詳
し
く
は
鶴
岡
論
文
参
照
)
｡
A

(3
)

享
保
十
五
年

｢大
町
明
細
帳
｣
に
よ
る
と
'
同
町
は
二
三

一
石
余
の
う
ち
二
〇
八
石
余
が
田
高
'
畑
高
二
八
石
'
塩
高

一
石
余
'
家
数

一
二
一
軒
の
う
ち
六

一
軒
本
百
姓
'
六
〇
軒
水
春

･
店
借
と
い
う
構
成
で
あ
り
'
う
ち
酒
屋
四
'
商
業

一
七
で
あ
る
が
こ
の
う
ち
一
軒
は

近
在
へ
椛
売
商
'
七
軒
は
近
在
へ
嶋
木
綿
類
販
売
'
四
軒
は
能
生
町
市
場
へ
商
売
(塩
類
板
BR
.
畳
蓮
仕
入
)'
五
軒
は
煙
草

･
麻

･
大
豆

･

小
豆

･
米
･干
鰯
･塩
類
他
諸
商
で
'
諸
職
人
は
'.
紺
屋
六
'
桶
室

ニ
'
大
工
二
'
木
挽

1
.
鍛
治
三
と
な
っ
て
い
る
｡
男
棟
の
大
部
分
は

十
九
世
紀
初
頭
の
町
と
村
(鎌
田
)

二
三



十
九
世
紀
初
頭
の
町
と
村
(鎌
田
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第6表-(2)
同人口数変遷

第6表-(1)町方戸数変遷註 :( )

内は水春戸数｡資料札 池原家文書,小林

家文書, ｢沿革史｣などによる｡ ていると言ってよい｡この.ことを念頭にお.いて'文政五年の町方の構成を検討する(弟7表-3･脚参照)0水春は全体で四八%'最も多い町内で七三%'最少二〇%である｡この水春のうち五〇%は地借'一一%は家借であるのに対して'史料の上で地借･家借･町抱等のいずれにも属さないもの(記載ないもの)が三五%である｡その実体･性別は朋らかにできない..ヽヽさて'糸魚川町は天和検地段階では'六力町ともそれぞれ一｢町村｣としヽヽヽヽて高付けされていて'後の新町は

大町新田と

表記'寺町村は西海谷分とし(4),,ヽて扱われており'総石高の90%が田高と把握されていて'未だ｢町村｣のヽヽヽヽヽヽヽルーズな連合体としての性格が残っていたといえる(天和以前は町村名主(6)給田すら残ってい軍享保十五

年



第7表-(i)文政5年の ｢百姓｣と r水春｣

㊨百 姓 ㊨水 春 ㊨掛持 人 ㊨他付入作㊨+⑧-㊨合計
⑧㊨寺 町 100人 119人 15②人 17人

219 54.3%大 町 99 109

31⑧ 6 208 52.4新 屋 町 41 99 12(》 7 140 70.

7七 間 町 28 77 17 18 105 7

3.3横 町 161 111 38⑧ 6

272 40.8新 田 吋 123

･39 43① 17 162 24.0鉄 砲 町 54 14 14 4 68 ･20

.5合 計 606 568 ■173⑳ 75 1

,174 48.4註:掛持人○内数字



ほ
ぼ
天
和
検
地
以
降
'
恐
ら
く
元
禄
期
前
後
に
見
う
る
と
す
れ
ば
'
そ
れ
は
享
保
年
間
に
す
で
に
糸
魚
川
町
か
ら
六
斉
市
が
消
滅
し
て
い

た
こ
と
'
お
よ
び
町
方
記
録
で
あ
る

｢町
年
寄
御
用
留
｣
が
こ
の
時
期
に
記
録
し
は
じ
め
ら
れ
る
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
｡

そ
こ
で
先
述
の
問
題
に
立
帰
っ
て
み
る
と
'
高
持
=
百
姓
と
無
高
=
水
春
と
い
う
封
建
的
村
落
共
同
体
の
基
本
的
構
成
要
素
に
対
応
し

て
'
高
持
-
家
持
と
無
高
=
家
借

･
地
借
等
が
存
在
し
た
と
思
わ
れ
'
前
者
が
町
政
に
参
加
し
か
つ
町
方
に
お
け
る
酒
造

･
旅
韓
等
の
諸

僧
業
株
を
所
持
し
得
た
層
で
あ
っ
て

(仲
間
形
成
は
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
え
な
い
)
∵
糸
魚
川
に
お
け
る
商
業
活
動
の
中
軸
を
な
し
た

も
の
と
い
え
る
｡
す
な
わ
ち
'
各
町
内

(｢
町
村
｣)
に
あ
っ
て
は
村
落
共
同
体
に
お
け
る
身
分
的

･
経
済
的
特
権
を
'
町
方
-
惣
町
と
し

て
は
都
市
共
同
体
的
構
成
と
機
能
を
持
っ
て
い
う
二
重
の
共
同
体
が
こ
こ
で
は
原
理
的
に
成
立
し
て
お
り
'
水
春
屑
は
こ
の
二
重
の
共
同

(8
)

体
=
共
同
社
会
か
ら
排
除
さ
れ
差
別
さ
れ
る
身
分
と
地
位
を
'
原
則
的
に
強
制
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
｡

(9
)

彼
等
が
そ
の
再
生
産
の
基
礎
を
'
高
持
眉
所
持
地
の
零
細
小
作
'
浜
稼

･
仲
士
稼
'
信
州
筋

･
北
国
街
道
の
交
通
運
輸
労
働
'
零
細
小

商
売
等
の
不
安
定
な
も
の
に
犀
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
事
情
は
先
述
し
た
｡
こ
の
階
層
が
'
近
世
糸
魚
川
町
に
お
け
る
'
い
わ
ば
貧
民
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
大
宗
を
な
す
も
の
で
あ
る
｡
し
か
し
化
政
期
段
階
に
あ
っ
て
は
'
前
項
に
触
れ
た
特
権
層

(新
特
権
層
)
の
前
期
的

支
配
の
矛
盾
が
'
直
接
表
面
的
な
か
た
ち
で
こ
の
層
に
集
中
し
'
彼
等
が
独
自
に
反
抗
運
動
に
蜂
起
す
る
と
い
う
意
味
で
の
客
観
的

･
主

体
的
条
件
が
成
立
し
て
い
た
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
｡

こ
の
点
は
'
次
節
で
見
る
よ
う
に
'
領
内
農
村
部
に
お
い
て
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
っ
た
と
見
て
よ
い
｡
町
方
に
あ
っ
て
も
安
永
か
ら
文
政

期
に
か
け
て
百
姓
の
分
解
は
徐
々
な
が
ら
進
行
し
て
い
た
(別
掲
鶴
岡
論
文
第
18
表
参
照
)
｡
化
政
期
に
お
け
る

｢繁
栄
｣
事
情
は
'
第
三

節
で
'
ま
た
本
節
の
戸
口
増
加
状
勢
に
よ
っ
て
推
定
し
う
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
'
こ
れ
を
具
体
的
に
追
求
す
る
た
め
に
は
'
当
段
階
に
お

け
る
農
業
生
産
力
の
変
化
と
そ
れ
に
よ
る
中
小
農
民
経
常
の
展
開
'
全
国
的
市
場
構
造
の
変
化
に
伴
な
う
地
域
市
場
の
成
立
を
明
ら
か
に

す
る
必
要
が
あ
る
｡
こ
こ
で
は
そ
の
詳
細
な
分
析
は
で
き
な
い
の
で
'
当
面
重
要
な

一
'
二
の
点
を
確
認
す
る
に
止
め
ざ
る
を
稗
な
い
｡

十
九
世
紀
初
頭
の
町
と
村
(鎌
田
)

二
二
五



十
九
世
紀
初
頭
の
町
と
村
(鎌
田
)

二
二六

文
化
七
年
'
北
陸
路
に
そ
っ
た
糸
魚
川
の
隣
宿
青
海
村
(高
田
藩
領
)
.か
ら
'
糸
魚
川
津
領
と
信
州
筋
と
の
二
つ
の
交
易
路
(大
網
藩
と

今
井
通
)
に
設
置
さ
れ
て
い
た
山
口
･
虫
川
南
番
所
を
通
過
せ
ず
に
'
同
村
が
諸
国
産
物
引
請
け
の
上
'
橋
立
-
小
滝
経
由
で
信
州
へ
荷

(10
)

物
を
通
す
と
い
う
'
い
わ
ゆ
る
脇
道

(
山
下
通
)
荷
物
附
送
り

1
件
が
発
生
し
た
｡
青
海
側
に
よ
る
山
下
通
開
通

･
荷
物
附
通
し
の
件

は
'
す
で
に
明
和
年
中
に
紛
争
化
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
'
信
州
問
屋
の
幕
府
寺
社
奉
行
所
へ
の
訴
訟
に
発
展
し
'
二
年
間
の
吟
味
の

後
に
'
青
海
側
の
敗
訴
と
な
っ
た
｡
し
か
し
'
青
海
側
に
よ
る
周
辺
農
村
部
の
塩

･
海
産
物
集
荷
と
輸
入
荷
物
を
含
む
山
下
道
附
通
し
は

事
実
上
跡
を
絶
た
ず
'
十
三
年
に
瀞
争
が
再
燃
し
長
期
化
し
て
来
る
｡
化
政
期
に
お
け
る
青
海
町
の
廻
船
基
地
と
し
て
の
発
展
は
日
ざ
ま

(ll
)

し

く

'

幕
末
に
は
内
川
星
の
よ
う
に
高
田
榊
原
氏
に
一
度
に
六
'
〇
〇
〇
両
の
貸
金
調
達
に
応
ず
る
よ
う
な
大
廻
船
業
者
も
登
場
し
て
来

(12)
る

｡

そ
れ
は
当
然
青
海
を
中
心
と
す
る
新
し
い
市
場
圏
の
展
開
に
結
び
つ
く
で
あ
ろ
う
L
t
他
方
で
は
糸
魚
川
信
州
問
屋
の
輸
送
独
占
に

(13
)

対
す
る
信
州
側
(松
本
問
屋
)
の
反
発
と
結
合
し
て
新
道
=
山
下
通
へ
の
要
求
は
き
わ
め
て
強
い
も
の
に
な
っ
J
J
来
て
い

た

｡

元
来
安
永
六
年
の
信
州
問
屋
六
軒
の
内
三
軒

(秩
)
の
破
麿

･
廃
止
自
体
が
'
再
場
関
係
の
変
化
を
極
め
て
象
徴
的
に
示
し
て
い
る
と

S
A見
る
が
'
文
化
の
訴
訟
事
件
以
来
独
占
の
矛
盾
は
急
激
に
高
ま
っ
て
来
る
｡
元
来
'
信
州
問
屋
自
体
は
塩
専
売
権
を
持
つ
外
に
は
'
自

(14
)

分
荷
物
の
仕
入

･
荷
受

･
販
売
機
能
は
持
た
な
い
t.
信
州
輸
出
入
荷
物
改
す
な
わ
ち
運
上

銀

･

口
銭
取
立
て
と
輸
送
切
手
発
行
と
い
う
権

力
機
構
の
末
端
で
あ
る
が
'
そ
の
権
限
は
信
州
荷
物
に
限
定
さ
れ
ず
'
関
所

･
沖
の
口
通
過
荷
物
は
す
べ
て
彼
等
の
統
制
支
配
に
服
さ
な

(15
)

な
れ
ば
な
ら
な
い

O

一
化
政
期
に
お
い
て
は
'
そ
の
独
占
権
に
対
し
て
1
方
で
他
領
市
場
町
青
海
か
ら
'
他
方
で
は
領
内
か
ら
新
た
な
抵
抗
が
現
わ
れ
る
｡
糸

魚
川
が
'
在
来
の
よ
う
な
遠
隔
地
間
商
品
流
通
の
通
過
=
中
継
地
で
あ
っ
た
段
階
か
ら
'
周
辺
農
相
の
1
定
の
発
展
=
中
小
農
経
営
の
展

開
に
支
え
ら
れ
て
領
内
市
場
の
中
心
と
し
て
発
展
し
て
来
る
場
合
'
こ
の
新
し
い
市
場
に
参
加
す
る
階
層
に
と
っ
て
信
州
問
屋
の
独
占
権

が
大
き
な
障
壁
と
な
っ
て
来
る
こ
と
は
必
至
で
あ
る
｡



先
の
第
1
表
に
再
び
帰
る
｡
御
用
才
覚
金
は
'
年
寄

･
割
元
･
加
談
人
等
の
直
接
特
権
に
連
な
る
階
層
が
こ
れ
ま
で
事
実
上
多
額
の
調

達
を
行
な

っ
て
来
た
も
の
で
あ
る
が
'
化
政
期
は
彼
等
に
対
す
る
'
薄
側
の
収
奪
が

一
定
の
限
界
に
到
達
し
た
時
期
で
あ
っ
た
と
推
定
さ

れ
る
｡
文
化
年
間
ご
ろ
か
ら
在
方

･
町
方
の
特
定
の
百
姓
が
調
達
を
指
名
さ
れ
る
動
き
が
目
立
っ
て
来
る
｡
洋
当
局
は
こ
こ
で
新
し
い
捕

捉
方
法
に
踏
み
出
し
て
い
く
の
で
は
あ
る
ま
い
か
｡

こ
こ
で
前
節
で
触
れ
た
'
文
化
十
五
年
九
月
の
町
年
寄

･
割
元

･
加
談
人
等
の
出
訴
と
の
明
瞭
な
相
違
に
気
づ
く
｡
今
回

の
出
訴

に

は
'
い
う
ま
で
も
な
く
前
年
出
訴
者
は
一
人
も
入
っ
て
い
な
い
｡
そ
の
こ
と
は
ど
う
理
解
で
き
る
か
｡
出
訴
人
四
四
人
の
う
ち
五
人
は
庄

屋
で
'
そ
の
う
ち
四
人
は
村
庄
屋
で
あ
っ
た
｡
持
高
は
確
認
し
う
る
も
の
の
み
に
つ
い
て
み
る
と
最
高
八
三
石
で
'
三
〇
石
代
二
人
'
二

〇
石
代
四
人
'

一
〇
石
代

一
人
で
あ
り
'
多
-
は
'
網
船

･
廻
船

(請
買
船

･
小
廻
船
も
含
む
)
を
所
持
L
t
酒
造

･
四
十
物
師

･
信
州

商
売

･
問
屋

･
宿
屋
を
営
む
な
ど
'
そ
の
経
済
的
基
盤
と
町
方
商
人
と
し
て
の
性
格
は
'
第
二
節
に
お
い
て
ふ
れ
た
特
権
層
よ
り
も
新
特

権
層
の
そ
れ
と
よ
り
近
似
性
を
持
つ
も
の
と
言
え
よ
う
｡
す
で
に
前
節
で
触
れ
た
こ
と
に
関
連
し
て
言
え
ば
'
彼
等
が
化
政
期

に
お

い

て
'
百
姓
屑
の
分
解
の
中
に
あ
っ
て
次
第
に
中
小
農
経
営
の
発
展
に
伴
な
う
農
村
市
場
の
発
展
に
対
応
し
て
そ
れ
へ
の
商
業

･
金
融
支
配

(16
)

を
強
化
し
え
た
階
層
で
あ
り
'
そ
れ
を
背
景
に
し
た
廻
船
業

･
信
州
商
売
に
追
出
し
う
る
条
件
を
持
っ
て
い
た
階
層
で
あ

る

｡

彼
等
が
越
訴
に
お
い
て
他
の
条
項
は
強
く
執
着
せ
ず
最
後
ま
で
庭
銀
増
取
立
て
に
の
み
強
硬
に
反
対
し
続
け
た
背
景
に
は
'
放
村

の

｢繁
栄
｣
に
支
え
ら
れ
た
こ
れ
ら
有
力
な
百
姓
層
に
と
っ
て
'
信
州
問
屋
の
統
制
と
特
権
は
発
展
の
陸
路
に
な
り
こ
そ
す
れ
同
調
し
う
る

余
地
の
な
い
も
の
で
あ
っ
た
事
実
が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
｡
さ
ら
に
他
方
で
'
過
般
来
の
調
達
命
令
は
'
町
年
寄

･
割
元

･
加
談
人

等
特
権
層
の
津
権
力
へ
の
寄
生
に
よ
る
領
民
収
奪
の
疑
い
極
め
て
濃
い
も
の
で
あ
っ
た
｡
越
訴
勢
力
の
特
質
は
'
こ
う
し
て
'
彼
等
の
う

ち
と
く
に
指
導
層
の
基
本
的
性
格
が
前
記
特
権
層
と
同
質
の
も
の
で
あ
り
な
が
ら
'
展
開
す
る
中
小
農
民
経
営
に
よ
り
直
接
的

に
関
与

し
'
新
し
い
農
村
市
場
に
よ
り
自
由
な
商
業

･
金
融
活
動
を
通
じ
て
進
出
し
よ
う
と
す
る
有
力
農
民
で
あ
り
'
そ
の
限
り
で
'
特
権
的
支

十
九
世
紀
初
頭
の
町
と
村
(鎌
田
)

一
三
七



十
九
世
紀
初
頭
の
町
と
杵
(鎌
田
)

配

･
統
制
と
権
力

へ
の
寄
生
に
強
く
抵
抗
す
る
必
然
性
が
あ

っ
た
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
｡

二
二
八

(
3
)

(
4
)

(
5
)

(
6
)

(
7
)

(
8
)

池
原
家
文
書

｢糸
魚
川
町
地
誌
｣
｡

町
場
続
き
の
上
苅
村
で
は
､

｢川
除
け
普
請
人
足
貸
稼
'
四
十

物
荷
物
を
以
日
雇
貸
壕
｣

(糸
魚
川
市
上
苅
地
区
区
有
文
書
'
明

治
三
年

｢上
苅
村
書
上
板
｣)
を
農
間
稼
と
し
て
い
る
｡

池
原
家
文
事
'
享
保
十
五
年

｢越
後
国
頚
城
郡
根
知
谷
大
町
明

細
指
出
帳
｣｡

(
9
)

(
10
)

『中
頚
城
郡
誌
』
第
二
巻
'

1
'
三
六
四
貫

｢明
細
帳
｣
｡

｢糸
魚
川
町
史
稿
｣
第
三
'
分
類
史
前
巻

一
'
〇
七
三
貢
｡

｢糸
魚
川
町
史
稿
｣
第
三
'
編
年
史
｡

中
井
信
彦

『幕
藩
社
会
と
商
品
流
通
』

(塙
書
房

l
九
六

一

午
)
第

一
章
第
三
節
｡
九
三
貢
｡

も
ち
ろ
ん
'
町
場
'
と
く
に
宿
場
町
等
の
こ
う
し
た
二
重
的
性

格
は
糸
魚
川
町
特
有
の
も
の
で
は
な
い
｡
そ
の
生
産
構
造

･
社
会

結
合

･
統
治
機
構
に
占
め
る
役
割
な
ど
の
複
雑
な
関
係
は
'
最
近

丸
山
薙
成
氏
の
す
ぐ
れ
た
研
究

(『蕨
市
史
』上
･
下
巻
'

一
九
六

七
年
)
で
具
体
的
に
分
析
さ
れ
て
い
る
｡

前
節
文
政
二
年
池
原
家
の
町
方
居
住
小
作
人
三
七
の
う
ち
'
同

五
年

｢請
印
帳
｣
で
判
明
し
た
一
七
八
中

一
四
人
が
高
持
'
三
人

が
水
春
で
あ
る
｡
同
家
の
史
料
に
限
っ
て
見
れ
ば
'
高
持
よ
り
も

水
春
で
大
き
い
小
作
地
を
耕
作
す
る
例
も
あ
る
｡

前
掲

『青
海
-
そ
の
生
活
と
発
展
-
』
四
六
五
頁
以
降
｡
そ
の

他
'
こ
の
件
に
つ
い
て
は
小
林
家
文
書

｢御
用
留
Lt
御
風
文
書

｢差
上
1
札
｣
等
参
照
｡

(
ll
)

同
右

四
三
三
貢
以
降
｡

(
12
)

糸
魚
川
市
梶
屋
敷
'
斉
藤
幸
蔵
氏
蔵
'
嘉
永
六
年

｢借
用
証

文
｣
｡

糸
魚
川
町
に
お
い
て
雪

天
保
十
四
年
よ
旦

ニ
カ
年
間
'

横
町
庄
三
郎
外
四
名
が
'
所
持
高
四
三
〇
石
余
(四
'
二
五
〇
両
)

を
抵
当
と
し
て
御
料
廻
米
引
請
に
当
っ
て
い
る
例
が
み
え
る

(池

原
家
文
書

｢御
用
留
｣
所
収
'
天
保
十
四
年
三
月

｢御
廻
米
直
引

請
証
拠
田
畑
屋
敷
証
文
之
事
L
)0

(
13
)

山
家
克
己

｢糸
魚
川
街
道
の
塩
輸
送
に

つ
い
て
｣

(歴
史
地

理
六
六
の
四
･
五
)｡

な
お
'
山
下
道
運
輸
の
事
は
文
政
以
降
幕

末
ま
で
完
全
に
停
止
さ
れ
な
か
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
｡
明
治
二
年

信
州
問
屋
･
四
十
物
年
番
惣
代

･
入
力
町
庄
屋
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
輸

送
停
止
の
願
書
が
出
さ
れ
て
い
る
｡

(池
原
家
文
書

｢御
用
留
｣

拾
四
番
)

(
14
)

運
上
銀
は
信
州
問
屋
か
ら
'
そ
の
十
分

一
を
町
年
寄
に
'
他
を

町
年
寄
を
通
し
て
上
納
す
る
｡
文
化
十

1
年

｢大
横
J
金
納
で
は

三
五
〇
両
で
'
三
分

一
金
納
九
七
五
両
に
次
ぐ
｡
藩
財
政
の
重
要

な
財
源
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
斯
く
の
如
く
で
あ
る
｡

(
15
)

御
風
文
書

｢信
州
問
屋
職
仕
来
覚
書
写
｣

(
16
)

第
1
表
､
源
右
衛
円

･
伊
右
衛
門
の
例
を
見
よ
｡
文
政
か
ら
天

保
に
か
け
て
'
急
激
な
膨
脹
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
｡



五

越
訴
と
並
ん
で
騒
動
の
他
の
一
つ
の
内
容
を
な
す
町
方
打
ち
こ
わ
し
の
組
織
と
行
動
内
容
は
'
現
段
階
で
は
あ
ま
り
具
体
的
に
追
求
で

き
な
い
｡
~

し
か
し
八
月
二
八
日
の
調
達
金
割
当
決
定
以
来
翌
日
か
ら
の
一
宮
社
殿
で
の
引
受
人
会
合
'
九
月
二
日
の
町
在
六
二
軒
大
戸

へ
の
張

紙
'
同
五
日
の
四
四
人
出
訴
に
至
る
行
動
の
迅
速
さ
と
'
翌
六
日
の
羽
生

･
村
山
山
中
の
集
合
'

二
二
日
の
破
壊
行
動
な
ど
の
一
連
の
動

き
の
中
か
ら
'
二
つ
の
行
動
が
き
わ
め
て
計
画
さ
れ
組
織
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
｡
｢(出
訴
)
留
守
中
異
変
は
惣

百
姓
申
合
置
仕
方
も
可
在
之
｣
と
い
い
'

｢中
々
一
朝

一
夕
之
企
て
に
て
は
な
L
t
い
か
さ
ま
天
狗
の
所
為
と
い
ふ
も
尤
も
な
り
｣
と
い

う
大
野
村
の

｢記
録
留
｣

･
｢御
用
留
｣
の
指
摘
は
暗
に
指
導
部
の
存
在
と
両
者
の
関
連
を
示
し
て
い
る
｡
十
六
日
の
藩
目
付
宛

｢欺
願

書
｣
に
は
三
七
力
町
村
の
村
(
町
)
役
人
が
署
名
し
て
お
り
'
庄
屋
が
出
訴
し
て
い
る
村
は
庄
屋
代
が
こ
れ
に
当
る
な
ど
'
出
訴
と
打
ち
こ

わ
し
-
歎
願
の
二
つ
の
行
動
の
結
び
つ
き
を
示
し
て
い
る
が
'
同
時
に
こ
の
う
ち
山
口
･
上
苅

･
田
海

･
寺
嶋

･
押
上

･
竹
力
花
各
村
と

七
力
町
の
よ
う
に
調
達
金
引
受
人
-
出
訴
者
を
出
し
た
村
は
わ
ず
か
で
あ
り
'
打
ち
こ
わ
し
-
欺
願
が
ほ
ぼ
西
浜
村
々
一
円
-
全
領
的
規

模
で
組
織
さ
れ
行
動
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
｡
打
ち
こ
わ
し
と
出
訴
の
間
に
1
定
の
ズ
レ
が
あ
り
'
前
者
が
後
者
を
越
え

る
激
し
い
も
の
に
な
っ
た
事
情
が
当
然
考
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い

(出
訴
者
が
打
ち
こ
わ
し
に
つ
い
て
は
関
知
し
な
い
と
述
べ
て
い
る
こ
と
と
は

別
に
'
こ
の
客
観
的
事
情
が
検
討
さ
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
)｡

十
六
日
の
欺
願
書
の
要
求
内
容
は
第
二
節
註
(6
)
に
示
し
た
と
お
り
で
あ
る
｡
そ
れ
は
'
H
冥
加
米
撤
廃
'
j
I

丑
年
見
越
金

･
月
割
滞

(1
)

金

･
在
所
借
金
の
全
面
返
還
'
白
月
割
上
納
金
の
割
合

一
定
t
S
先
納
金
の
旧
例
復
帰
t
的
他
領
よ
り
も
高
い
石
代
相
場
引
下
げ
t
と
な

ら
ん
で
'
銅
江
戸
借
金
返
済
に
際
し
て
の
用
達

(特
権
層
)
の
高
利
貸
的
寄
生
排
除
を
強
く
要
求
し
て
い
る
｡
こ
の
欺
願
書
は
破
顔
行
為

十
九
世
紀
初
頭
の
町
と
村
(鎖
田
)

一
三
九



十
九
世
紀
初
頭
の
町
と
村
(鎌
田
)

一
四
〇

終
蔦
後
に
'
闘
争
の
要
求
の
諸
側
面
を
凝
集
し
て
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
が
'
郡
代
打
ち
こ
わ
し
に
際
し
て
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
さ
ら
に
激

(2
)

越
な
か
た
ち
で
表
現
さ
れ
て
中
る
｡

仔
細
に
検
討
す
る
と
'
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
明
き
ら
か
に
広
汎
な
町
方
住
民
=
中
貧
農

･
水
春
屑
を
含
む
諸
階
層
の
諸
要
求

で
あ

っ

て
'
十
三
日
の
打
ち
こ
わ
し
が
松
山
三
家
と
郡
代
攻
撃
で
あ
っ
た
こ
と
と
併
せ
考
え
る
と
'
破
壊
活
動
そ
の
も
の
の
口
火
は
町
方
住
民
に

ょ
っ
て
切
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
'
翌
十
四
日
に
人
数
も
二
倍
に
増
加
し
て
新
剤
元
三
名
が
打
ち
こ
わ
さ
れ
て
い
る
｡
こ
れ
は
在
方
人
数
の

参
加
を
物
語
る
だ
ろ
う
｡
こ
の
よ
う
に
騒
動
の
総
過
程
に
は
'
越
訴
-
町
方
住
民
の
打
ち
こ
わ
し
1
在
方
参
加
に
よ
る
打
ち
こ
わ
し
拡
大

と
い
う
'
い
く
つ
か
の
ア
ク
セ
ン
ト
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
｡
累
月
騒
動
は
'
こ
の
三
つ
の
性
格
-
越
訴

･
町
方
住
民
打
ち
こ

わ
し

･
全
領
民
に
よ
る
町
方
打
ち
こ
わ
し
-
を
同
時
に
内
包
し
た
複
雑
な
構
成
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
O
前
二
者
に
つ
い
て
は
既
に

一
応

触
れ
て
来
た
の
で
'
こ
こ
で
は
村
方
の
打
ち
こ
わ
し
参
加

へ
の
背
景
を
若
干
検
討
し
て
お
こ
う
｡

ま
ず
'

一
按
の
集
合
が
最
初
に
持
た
れ
た
西
梅
谷
の
渓
口
に
展
開
し
北
国
街
道
筋
に
位
置
し
て
'
田
海
等
川
西
勢
と
共
に

1
挟
不
参
加

の
根
知
谷
村
攻
撃
に
最
も
積
極
的
で
あ
っ
た
大
和
川
村
と
そ
の
周
辺
農
村
を
と
り
あ
げ
る
｡
こ
の
地
帯
は
水
田
地
帯
で
は
あ
る
が
'
塩
高

(
塩
場

･
塩
屋
)
が
あ
っ
て
製
塩
を
行
な
っ
て
お
り
'
無
高
音
を
含
め
て

｢御
納
所
井
家
内
諸
入
用
共
浮
舟
方
･qQ仕
入
｣
れ
て
海
猟
渡
世

に
従
事
し
て
い
る
半
農
半
漁
地
帯
で
あ
る
｡
小
高
の
者
は
多
く

｢田
畑
詩
作
井
作
方
之
日
用
取
｣
に
従
事
す
る
｡
塩
浜
稼
に
つ
い
て
は
'

｢
三
月
メ
八
月
下
旬
頃
迄
'
糸
魚
川
町
信
州
問
屋
方
･qa浜
道
具
入
用
井
拾
物
等
買
詞
侯
'
代
物
借
出
し
浜
か
せ
き
仕
倹
し
-と
あ
っ
て
'
完

(3
)

全
に
塩
州
問
屋
の
前
期
的
前
貸
支
配
の
下
で
生
産
さ
れ
て
い
る
｡

(4
)

田
伏
村
は
村
高

二

〓

石
余
'
慶
応
二
年
七
八
軒

･
四
二
二
人
'
明
治
三
年

一
〇
八
軒

･
五
五
七
人
の
小
村
で
あ
る
が
'
こ
の
村
の
寛

政
九
年
と
万
琴
R
年
の
持
高
構
成
を
示
し
た
も
の
が
第
8
表
で
あ
る
｡

1
石
以
下
の
零
細
農
民
が
圧
倒
的
に
多
く

寛
政
九
年
現
在
'
天

和
検
地
で
高
持
で
あ
っ
た
も
の
が

｢無
高
｣

(
記
入
な
き
も
の
も
含
む
)
に
な
っ
て
い
る
事
実
が
注
目
さ
れ
'
分
解
は
寛
政
以
降
に
下
降



第9表 慶応2年
押上村持高構成

註 :押上区有文番.磨応

2年｢高人別改帳｣による｡第8安 田伏村持高

構成寛政9年

万延元年5石-10石

4人 6人1 -

5 41 341斗-1石 48

451斗 以下 17 40

虫E ~J一向 30 23計 1

40 148註 :田伏区有文書,寛政9年

｢田伏村銘々持石高帳｣(天明6年の

ものの写し),万延元年｢惣百姓銘々持高帳

｣による｡第10表 大和川村持高構成天 保 5 # * 2 安 政 6 明 治 2 明

治 1140石以上30 以上2

5一一3020--25 1人 ll 1;2 1 12 2

2 215.-20 2 1

1 1 110.-15 6

7 6 .5 6.5- 10

20 14 12 16 p 171一

一 5 50 57 56 5芦 541石以下 6

0 62 67 71 661斗EIL下 3

8 38 38 36 4b合 計 179 182 183 185 187註 :木

表では.他村からの大作人は除外した｡ (大和川区有文書｢天保五甲午極月古写 大和川小前高限｣により作成)

｡的分解を辿って'とくに一斗以下の増加が目立つ｡出訴の庄屋折右衛門はこの中でわずかに上昇していく眉に屈す

る
｡
慶
応
二
年
の
押
上
村
で
は
幕
末
期



十
九
世
紀
初
頭
の
町
と
村
(鎌
田
)

ち
本
家
七
五
軒
'
水
春
九
軒
)
0

次
に
大
和
川
村
に
つ
い
て
み
よ
う
｡
同
村
は
'
天
和
三
年

｢明
細
帳
｣
に
よ
れ
ば
'
高
四
七

一
石

一
斗
余
'
内
山
高
四
石
九
斗
'
塩
高

一
二
石
余
で
あ
(聖

第

芸
は
天
保
五
年
以
降
の
村
内
持
高
構
成
の
変
讐

示
し
た
も
の
で
あ
る
｡
同
村
の
蓋

諸
条
件
も
先
述
の
と
お

り
で
あ
る
が
'
安
永
七
年
村
内
次
兵
衛
が
高
田
額
鬼
伏
村
彦
兵
衛
に
二
年
間
に
わ
た
る
米

｢売
附
金
之
内
｣
三
〇
両
を
貸
し
て
八
幡
丸

(6
)

(
二
五
〇
右
横
)
を
抵
当
に
と
っ
て
い
る
事
実
は
'

こ
の
地
域
に
お
け
る
米
生
産
量
の
増
加
と
こ
れ
を
南
米
と
し
て
掌
握
す
る
有
力
農
民

の
営
業
規
模
の
大
き
さ
を
推
定
さ
せ
る
に
充
分
で
あ
る
｡
街
道
筋
村
々
の
有
力
農
民
に
よ
る
'
後
背
地
谷
々
の
掌
握
が

一
般
的
な
展
開
は

(7
)

こ
の
時
期
の
各
地
の
事
例
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
｡

し
か
し
倉
10
卦
で
明
ら
か
な
よ
う
に
'
天
保
以
降
に
あ
っ
て
も
分
解
速
度
は
き
わ
め
て
緩
慢
で
あ
っ
て
'
と
く
に
10
%
弱
の
10
石
以
上

所
持
者
の
地
位
は
不
動
で
'
10
石
前
後
の
中
農
眉
'
五
斗
以
下
の
極
小
農
の
変
動
も
目
立
つ
も
の
は
な
い
｡
し
か
し
そ
の
内
部
で
の
質
地

異
動
は
決
し
て
少
な
く
な
い
｡
第
11
表
は
'
文
化
九
年
か
ら
文
政
四
年
ま
で
の
一
〇
年
間
と
'
文
政
九
年
か
ら
慶
応
二
年
ま
で
の
二
期
に

分
け
て
大
和
川
村
に
お
け
る
質
地
異
動
状
況
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
｡

面
積
が
不
明
な
の
で
石
高
移
動
に
頼
ら
せ
る
を
得
な
い
制
約
は
あ
る
が
'
化
政
期
と
幕
末
期

(便
宜
上
文
政
九
年
以
降
を
指
す
)
を
比

較
す
る
と
'
全
体
と
し
て
移
動
件
数

･
質
置
人
･
質
取
入
は
そ
れ
ぞ
れ
後
者
は
前
者
の
二
〇
%
'
三
〇
%
'
四
七
%
と
い
ず
れ
も
増
加
し

て
い
て
'
少
な
-
と
も
こ
の
面
に
関
す
る
か
ぎ
り
'
化
政
期
が

一
つ
の
画
期
を
な
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
で
き
る
｡

一
方
貸
地
移
動

一
件

当
り
価
額
は
前
者
で
約
四
両
二
分
'
後
者
で
約
六
両

一
分
と
四
〇
%
の
高
騰
で
あ
る
が
'
石
当
り
価
額
は
低
下
し
て
い
る
｡
こ
の
理
由
は

今
明
ら
か
に
で
き
な
い
が
tt
田
地
の
み
に
つ
い
て
み
て
も
こ
の
傾
向
は
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
｡
勿
論
移
動
石
高
は
天
和
検
地
の
1
輩
当
り
の

高
で
あ
る
か
ら
'
現
実
の
生
産
高
は
こ
れ
に
数
倍
す
る
と
み
る
の
は
当
然
で
あ
る

(
よ
り
詳
細
に
は
拝
米
高
で
検
討
す
べ
き
で
あ
る
が
'

(8
)

こ
こ
で
は
1
応
の
傾
向
を
知
る
に
充
分
で
あ
る
)
｡

寛
政
七
年
の
隣
接
村
梶
屋
敷
村
(高
田
領
)
の
記

録
で
は
'
質
地
価
格
は
1
反
歩
(
田
)



第
11表
-
(1)
大
和
川
材
質
地
移
動

文
化
9
′′
1
0
′′
1
1
′′
12
′′
13
′′
14
文
政
声
′′
2
′′

3
′′
4
平
均

A
.
移
助
件
数

ll
54
25
･
2
1
4
15
18
2
1
22

3
19.4

B
.
質
国
人

9
24

16
18
_
3
12
ll

9
10

i
ll.5

C
.
質
取
入

9

3
6
20
16

4
13
12
16
14

3
14.3
4
両
2
分

D
.
移
.動
石
高
1.石
990
16.32 2

3.579
2.0
19
1.4
3
1
2.8
10
3.0
6
1
2.723
1.630
2.3
67

E
.
移
動
金
額
3
5.
両
1分
o
2
89.22
136.30

6
1.02
2&
00

4
2.30
3
3.23
54.30
弘
12
32.30

0.5
切
5
.5
0
.5
1.5

3.0
25.0

1.0
1.0

F
.
一
件
当
り
金
額
3.
両
1
54.
匁
20
5.3
2.0
0
5.2
3.0
200文
7.0
3
.0
2
2.27
1.3
10
.70
2.2
20.0
6
4
.0

10.
1

G
:
一
石
当
り
金
額
17.
両
3
18,0
3
8.0
30.0
1 9.2
15.0
ll.0
20.0
5
1.0
13.3
23
両
2
分

第
11表
-
(2)
大
和
川
材
質
地
移
動

文
政
9
天保2
′ ′
7
′′
12
.弘
化
3
嘉
永
4
安
政3
文
久
1
慶
応
2
平
均

a

.
移
動
件
数

10
2
5
64
22

4
1

10
10

2
2

2
0

25
b
.
質
置
人

9
15
32

1岳
19

7
10

17
15

15
C
.
質
取
入

10
24
5
1
15

27
9
8

14
16

20ヽ
6
両
1
分

d
.
移
動
石
高
3
石
3
00
4
.6
15

20.2
35
7.240

19.5
23
10.44
1
4.928

6.543
4
.33
1

e
.
移
動
金
額
56.両
3
1
15
匁
00
69
.12
7.48
345.12
4
0.90
139.2 2

2
52
.13
3
8.22
135
.32
62
.10
106
.3
1
3.60

132.
13

2
貫
00
7文

.f
.
-
件
当
9
金
額

5



十
九
世
紀
初
頭
の
町
と
村
(鎌
田
)

1
四
四

永

一
貫
七
〇
〇
文

-
一
貫
文
'
畑
四
〇
〇
文

-
1
五
〇
文
だ
か
ら
t
か
り
に
反
当

一
石
と
し
て
1
両
に
満
た
な
い
｡

こ
の
書
上
数
値
が
も
ち
ろ
ん
作
為
的
な
も
の
で
あ
り
移
動
石
高
が
現
実
生
産
高
の
数
倍
に
達
す
る
こ
と
を
考
慮
し
て
も
な
お
'
寛
政
以

降
化
政
期
に
か
け
て
質
地
価
額
は
高
騰
し
っ
つ
あ
り
'
そ
の
こ
と
は
こ
の
時
期
に
お
け
る
農
村
の

｢繁
栄
｣
を

一
般
的
に
表
わ
し
て
い
る

も
の
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
O

I

さ
て
'

｢田
畑
切
通
帳
｣
記
載
内
容
の
重
要
な
特
色
を
い
く
つ
か
指
摘
し
て
お
こ
う
｡
年
季
は
圧
倒
的
に
二
年
季
が
多
く
'
年
季
更
新

も
多
い
が
そ
の
場
合
も
二
年
が
多
い
L
t
入
質
時
期
は
年
末
に
集
中
し
て
い
る
｡
ま
た
一
件
当
り
の
移
動
石
高
･金
額
も
極
小
で
あ
る
が
'

時
に
最
高

1
撃
の
四
八
分
の
1
等
の
分
割
入
質

(こ
れ
は
現
実
の
土
地
移
動
す
ら
予
想
し
な
い
も
の
で
あ
る
)が
き
わ
め
て
多
い
｡
ま
た
書
直
し

は
あ
っ
て
も

｢請
返
｣
(｢切
返
｣)
や

｢質
流
｣
は
文
化
九
年
か
ら
明
治
十
年
代
ま
で
の
間
に
十
数
例
発
見
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
｡

こ
れ
ら
の
諸
事
実
は
次
の
こ
と
を
意
味
す
る
｡
す
な
わ
ち
こ
の
質
地
移
動
の
性
格
は
主
と
し
て
年
貢
納
入
手
段
と
し
て
行
な
わ
れ
る
も

の
で
あ
る
と
同
時
に
'
請
返
し
や
質
流
れ
が
原
則
と
し
て
予
定
さ
れ
て
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
'
こ
れ
で
あ
る
｡
入
質
価
額
の
高
さ
の
其

の
意
味
は
そ
れ
で
あ
り
'
そ
こ
か
ら
当
然
に
質
地
小
作
の
問
題
と
小
作
料
の
一
般
的
な
高
さ
が
問
題
に
な
っ
て
来
る
で
あ
ろ
う
｡

｢切
遣
帳
｣
で
み
る
限
り
'
質
地
に
は
原
則
と
し
て
質
地
直
小
作
関
係
が
成
立
し
て
い
る
と
い
え
る
｡
証
文
に

｢但
し
年
々
小
作
可
致
定

メ
'
連
作
之
節
者
村
方
御
法
之
通
急
度
可
相
納
云
々
｣
と
あ
る
の
は
そ
れ
を
示
す
｡
苗
山
を
除
い
て
'
年
貢

･
諸
役
負
担
は
質
取
主
に
軒

(9
)

米
=
小
作
料
と
一
括
納
入
さ
れ
る
｡
ホ
米
が
石
高
を
上
廻
る
こ
と
は
す
で
に
各
地
の
例
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
お
り
で
あ
り
'
大
和
川
村

に
お
い
て
も

一
･
五

-
二
倍
程
度
が
最
も
多
く
'
幕
末
期
に
は
石
高
の
七
倍

-
二
〇
倍
と
い
う
打
米
が
目
立
っ
て
来
る
｡
幕
末
期
に
お
け

る
'
こ
の
よ
う
な
高
率
小
作
料
の
展
開
は
き
わ
め
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
で
あ
ろ
ラ
.
名
田
小
作
を
基
本
と
す
る
頚
城
郡
が
'
越
後
山
間

(10
)

部
に
あ
っ
て
も
格
別
に
小
作
料
が
高
い
と
い
う
特
質
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
が
'
ま
さ
に
拝
米
高
の
増
加
率
に
示
さ
れ
る
よ
う
な
生
産

(ll
)

カ
の
発
達
は
'
化
政
期
以
降
幕
末
期
に
か
け
て
こ
れ
を
推
定
し
て
も
よ
い
で
あ
ろ

う

｡



以
上
要
す
る
に
i
化
政
期
に
お
け
る
中
小
魚
経
営
の
一
般
的
展
開
は
鑑
定
し
う
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
､
顕
著
な
持
高
移
動

は
見
ら
れ

ず
'
階
層
分
解
は
質
地
地
主
-
小
作
関
係
の
展
開
と
し
て
村
落
内
部
に
お
い
て
再
生
産
さ
れ
て
来
て
お
り
'

一
部
上
層
高
持
眉
の
い
わ
ゆ

る
｢農
奴
主
的
地
主
｣経
営
は
'
動
揺
し
っ
つ
も
基
本
的
に
崩
壊
す
る
条
件
を
持
つ
こ
と
な
し
に
村
落
の
経
済
的

･
社
会
的
支
配
を
持
続
し

て
い
る
と
い
え
る
｡
こ
の
時
期
に
お
け
る
上
層
高
持
層
の
商
業
･金
融
支
配
も
'
こ
の
基
本
的
関
係
の
上
で
展
開
さ
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
｡

こ
の
よ
う
な
状
況
の
上
に
'
先
述
し
た
信
州
問
屋
の
'
塩
専
売
制
下
に
お
け
る
前
期
的
支
配
に
示
さ
れ
る
糸
魚
川
町
特
権
商
人
の
支
配

が
覆
い
か
ぷ
さ
っ
て
来
て
い
る
場
合
'
割
元
を
勤
め
た
大
和
川
村
岩
崎
七
右
衛
門
や
み
の
や
甚
右
衛
門

(
い
ず
れ
も
'
｢袋
村
商
人
｣を
兼
ね

る
)'
押
上
村
又
右
衛
門
(六
二
石
)
'
大
和
川
村
甚
四
郎

(庄
屋
'
天
保
五
年
三
一
石
余
)'
甚
九
郎

(同
二
〇
石
七
斗
)
等
の
直
接
農
村
市
場

を
掌
握
し
て
い
る
上
層
農
や
'
金
五
右
衛
門

(同
一
石
七
斗
)'
源
十
郎
(同
四
石
)
等
の
中
層
の
抵
抗
は
勿
論
'
経
済
的
支
配
を
う
け
て
い

る
村
内
農
民
の
攻
撃
対
象
が
'
ま
ず
町
方
特
権
商
人
に
向
け
ら
れ
て
い
く
こ
と
は
当
然
で
あ
ろ
う
｡
そ
の
内
部
に
激
し
い
質
地
地
主
-
小

作
関
係
の
展
開
を
は
ら
み
な
が
ら
'
こ
の
段
階
に
お
け
る
矛
盾
の
表
現
は
そ
の
よ
う
な
か
た
ち
で
現
わ
さ
れ
て
来
る
と
考
え
ら
れ
る
｡

し
か
し
'
同
時
に
甚
四
郎

･
甚
九
郎
等
の
天
保
以
降
に
お
け
る
順
調
な
発
展
に
対
す
る
'
岩
崎

･
み
の
や
等
の
急
激
な
地
位

の
変
化

(註
(
u

)

参
照
)
の
事
実
が
示
す
よ
う
に
'
化
政
期
は
村
落
内
部
に
あ
っ
て
も
大
き
な
矛
盾
を
は
ら
み
な
が
ら
進
行
し
て
い
た
時
期
で
あ
る

こ
と
は
否
定
で
き
な
い
｡
明
治
二
年
の
い
わ
ゆ
る
贋
金
騒
動
に
お
い
て
町
方
十
九
軒
と
な
ら
ん
で
'
大
和
川

･
田
伏

･
山
口
･
山
寺
そ
の

(12
)

他
五
力
村
の
豪
農
が
激
し
い
打
ち
こ
わ
し
を
う
け
た
事
実
は
'
幕
末
期
に
お
け
る
新
し
い
矛
盾
の
展
開
を
物
語
っ
て
い
る
｡

化
政
期
農
村
社
会
の
矛
盾
の
表
わ
れ
方
を
'
根
知
谷
大
野
村
に
つ
い
て
み
る
｡
同
村
は
信
州
街
通

(大
網
通
)
に
接
し
'
天
明
元
年
現

在
村
高
六
九
六
石
五
斗
(但
し
'
内
天
和
検
地
高
三
六
〇
石
余
'
他
は
新
田
｡
田
高
六
〇
〇
石
余
)'
家
数

一
七
六
軒
(百
姓
)'
牛
馬
を

一
五
〇
(内

(13
)

牛
四
1
疋
カ
)
疋
所
持
す
る
｡
明
治
三
年
は
'
家
数
二
〇
九
軒
と
僅
か
に
増
加
し
て
い
る
｡
西
浜
村
々
に
比
較
し
て
牛
馬
が
多
い
こ
七
が
'

(_4
)

村
民
の
信
州
荷
物
輸
送
労
働
人
の
従
事
と
直
ち
に
結
び
つ
く
か
断
定
で
き
な
い
が
'
幕
末
に
は
百
姓
作
間
に

｢信
州
背
負
荷
｣
椋
が
あ
っ

十
九
世
紀
初
頭
の
町
と
村
(鎌
田
)

一
四
五



第12表 天明7年大野村持高構成

十
九
世
紀
初
頭
の
町
と
村
(鎌
田
)

註 :糸魚川市大野中継所蔵,天明七.年 ｢未五人組内攻帳｣による｡

一四六て'西浜通村々よりも'牧荷(ぽっか)馬による信

州との商品輸送-流通に関与する度合が深かったことは否定できない

｡文化十四

年に同村徳左衛門が糸魚川町及び田海村の独占に対して酒造願を出している(15)のも'街道交通の発達と無関係

ではあるまい｡第12表では'天明年間に四石以下が全体の六〇%以上を

占め'水香が総戸数の三八%弱に当たる(抱水春とは｢十-支配｣と記載溝れているものを示す)｡この時期に'すでに零細農･水春による

農
業
の
生

産
条
件
確

保
の
た
め
の
運
動
が
領
内
農
村
で
広
汎
に
発
生
し
て
い
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で

あ
る
｡於
村
々
小
前
之
者
共
悪
作
を
申
立
い
た
し
'
差
た
る
難
儀
に
無
之
者
迄
申
合
'
其
村
庄
屋
共
江
無
筋
之
願
申
出
侯
由
粗
相
聞
侯

'
其

上
他
村
江
入
小
作
之
分
井
耕
作
二
付
供
儀
は
,
何
に
不
限
申
合
侯
而
,
不
時
成
義
申
掛
供
(3

∵
こ
こ
で
は
'
領
主
収
奪
に
対
す
る
'
小
生
産
者
の
一
定
度
の
持
続
的
1

組
織
的
な
抵
抗
の
動
き
が
芽
生
え
て
い
る
こ
と
を
察
知
で
き
よ

ぅ
｡
天
明
六
年
の
'
根
知
谷
八
力
材
の
月
割
金
三
〇
〇
両
(根
知
八
力
材
分
｡.
一
五
〇
両
と
も
い
う
)
割
当
反
対

一
漢
は
'
庄
屋
以
下

一
五

才
か
ら
六
〇
才
の
男
子
残
ら
ず
'

｢町
方
諸
役
懸
り
御
上
と
密
談
之
上
と
察
し
｣
て
割
元
歌
川
を
糸
魚
川
町
に
攻
撃
し
た
事
件
で
あ
る
O

事
件
は
根
知
谷
全
部
で
二
九
人
'
大
野
村
の
み
で
十
八
人
の
入
牢
'
数
力
村
の
組
頭
手
鎖
'
御
頗
金

･
雑
用
金
差
上
'
首
謀
者
所
払
な
ど

の
処
分
を
受
誓

農
民
側
の
全
面
的
敗
北
に
終

っ
i
F･)
こ
の
根
知
谷
騒
動
の
後
,
大
野
村
で
は
寛
政
か
ち
化
政
期
に
か
け
て
村
方
騒
動
が

相
次
い
で
発
生
す
る
｡
第
13
表
は
'
糸
魚
川
町
お
よ
び
そ
の
周
辺
部
に
発
生
し
た
騒
擾
を
十
八
世
紀
後
半
以
後
に
つ
い
て
み
た
も
の
で
あ

る



第13表 糸魚川周辺騒擾年表

年次E 事 ･項

○沖ノロ役銀騒動 (越訴 ･うちこわし)

△上苅村小官姓神宮寺-押掛

根知谷月割金騒動 (剖元-押掛)
△庄屋勘定不正糾弾騒動 (庄屋退役)

今井谷5ヶ村(200人)庄屋不正糾弾 (強訴)

△庄屋不正糾弾 (庄屋田地取上の

△国役金取立不正一件騒動 (訴訟)

△庄屋不正一件騒動

田沼領早川谷村々騒動

黒貝騒動

早川谷騒動 (打ちこわし)

西浜村々改革一件騒動 (財政改革要求)

△小作料軽減要求 (不穏)

上苅村村方騒動

○/ト前屈米安売要求 (不穏)

○小前屑米只占反対 (不穏)

○ 〝 米安売要求 (不穏)
二分金騒動 (うちこわし)

9

元

6

7

5

6

7

13

14

2

5

7

8

4

元

2

2

如

別

溺

放

加

加

靴

讐

放
.珊

粕

敵

鮎

恥

註:〇日-･町方,△･--大 野村
寛
政
七
年
二
月
に
は
'
庄
屋
仙
右
衛
門
に
年
貢
勘
定

に
不
正
あ
り
t
と
し
て
四
三
人
の
百
姓
が
抗
議
し
'
結

局
親
類
十
二
人
が
請
合
っ
て
仙
右
衛
門
退
役
と
押
込
米

(18
)

返
済
を
条
件
に
妥
協
が
成
立
し
て
い

る

｡

文
化
に
入
る

と
'
六
年
か
ら
十
三
年
の
間
に
騒
動
は
集
中

し
て

い

る
｡
六
年
四
月
に
は
'
寛
政
十

一
年
以
来
の
庄
屋
保
坂

三
郎
兵
衛
外
五
人
の
村
役
人
に
同
三
年
以
来
三
力
年
間

の
御
用
金
の
年
賦
返
還
金

･
同
利
息

･
諸
賄
雑
用
過
銀

計
五
両
二
歩
と
一
匁
七
分
の
不
正
が
あ
っ
て
惣
百
姓
か

ら
追
及
さ
れ
'
結
局
返
還
し
て
内
済
に
し
た
｡
し
か
し

そ
の
背
景
は
深
く
'
三
郎
兵
衛
は

｢強
勢
を
以
大
小
之

者
を
掠
め
不
当
之
割
方
多
く
｣
'
公
費
の
着
服
､
国
役

普
請
費
用

二

一〇
両
立
替
金
不
明
の
事
実
'
村
中
枠
木

販
売
不
明
金
の
弁
償
と
し
て
村
方
で
田
地
三
〇
〇
苅

(
六
石
六
斗
五
升
余
)
を
没
収
し
た
こ
と
に
対
す
る
上
訴
等
が
重
な
っ
て
爆
発
し
た

(19
)

も
の
で
あ
る
｡
退
役
し
た
三
郎
兵
衛
等
村
役
人
に
対
す
る
村
民
の
追
及
は
七

･
八
両
年
ま
で
続
け
ら
れ
'
結
局
不
正
が
発
覚
し
て
'
追
及

(20
)

の
中
心
に
な
っ
た
三
名
の
百
姓
三
人
共
に
過
料
銭
を
課
さ
れ
て
い
る
L
t
文
化
十
三
年
に
は
下
村
庄
屋
与
兵
衛
の
勘
定
不
正
が
問
題
に
な

(21
)

り
内
済
に
な
っ
て
い
る
｡

寛
政
以
降
に
発
生
し
た
右
の
1
連
の
村
方
騒
動
の
意
味
は
'
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
よ
う
｡
西
頚
城
地
方
の
各
谷
に
蟻
居
し
た
農
奴
主

十
九
世
紀
初
頭
の
町
と
村
(鎌
田
)

1
四
七



十
九
世
紀
初
頭
の
町
と
村
(鎌
田
)

1
四
八

的
地
主
｣
層
の
一
人
に
数
え
ら
れ
る
保
坂

(
と
そ
の
同
族
の
上
層
農
)
の
伝
統
的
な
支
配
的
地
位
は
'
化
政
期
に
至
っ
て
'
自
ら
の
生
産

諸
条
件
を
守
る
た
め
に
領
主
収
奪
に
対
し
て
連
帯
し
て
組
織
的
な
行
動
を
起
し
う
る
ほ
ど
の
展
開
を
遂
げ
つ
つ
あ
っ
た
小
生
産
者
屑
の
抵

抗
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
動
揺
し
は
じ
め
て
い
る
｡
文
化
六

･
七
年
の
非
曲
攻
撃
対
象
に
な
っ
た
層
に
対
し
て
'
追
及
の
主
導
権
を
と
っ
た

の
は
三
石
-
一
石
の
前
記
零
細
農
で
あ
り
'
代
わ
っ
て
選
ば
れ
た
庄
屋
が
四
年
後
に
再
び
攻
撃
さ
れ
退
役
す
る
な
ど
小
農
の
成
長
を
背
景

に
し
た
変
動
は
激
し
く
特
徴
的
で
あ
る
が
'
村
政
掌
握
権
が
つ
ね
に
'
全
体
と
し
て
は
上
層
農
民
に
結
果
し
て
い
る
こ
と
も
否
定
で
き
な

い

(例
え
ば
'
弥
兵
衛
は

一
二
石
'
金
右
衛
門
は
三
五
石
'
勘
之
丞
九
石
等
)｡

小
農
の
カ
が
こ
の
よ
う
な
か
た
ち
で
し
か
結
果
し
な
い

村
方
騒
動
が
'
ま
さ
に
そ
こ
で
の
村
落
構
造
の
在
り
方
を
示
し
て
い
る
.

し
か
し
も
ち
ろ
ん
'
こ
の
化
政
期
に
お
け
る
村
方
騒
動
の
意
味
を
単
に
低
く
評
価
す
る
の
み
で
は
不
充
分
で
あ
ろ
う
｡
恐
ら
く
'
そ
れ

は
先
述
の
西
浜
海
岸
村
々
に
つ
い
て
み
た
質
地
地
主
-
小
作
の
分
解
現
象
と
照
応
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
L
t
西
浜
海
岸
村
々
に
お
い

て
も
ほ
ぼ
相
似
た
村
方
騒
動
が
'
続
発
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
(こ
の
点
は
現
段
階
で
は
史
料
的
制
約
で
明
ら
か
に
で
き
な
い
)0

従
っ
て
大
野
村
及
び
根
知
谷
勢
の
打
ち
こ
わ
し
不
参
加
も
'
直
ち
に
は
右
地
域
の
構
造
的
差
異
に
結
び
つ
け
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
｡
同

地
域
が
糸
魚
川
町
特
権
商
人
に
よ
る
前
期
的
支
配
-
土
地
集
積
の
対
象
に
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
既
述
の
と
お
り
で
あ
り
'
御
用
金
賦
課
に

対
し
て
彼
等
の
権
力
と
の
結
托

(
=
高
利
貸
的
寄
生
)
を
鋭
-
指
摘
し
て
い
た
の
も
大
野
村
で
あ
り
'
い
わ
ん
や
直
接
的
に
は
根
知
谷

1

円
の
剖
元
が
松
山

･
子
田

･
竹
田
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
'
町
方
攻
撃
の
理
由
と
条
件
に
必
ず
し
も
欠
け
て
い
な
い
｡

前
出
の
大
野
村

｢記
録
留
｣
は
'
打
ち
こ
わ
し
出
発
の
直
前
に
な
っ
て
'
村
庄
屋

･
組
頭
の
主
立
が
天
明
六
年
の
敗
北
を
例
に
引
い
て

｢先
ツ
可
成
丈
者
控
居
'
外
相

二
洩
侯
而
も
後
難
之
無
之
様
-
-
何
れ
外
相
之
跡
二
付
'
宜
敦
に
随
ふ
よ
外
な
し
｣
と

一
挟
勢
引
止
め
に

当
っ
て
い
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
｡
糸
魚
川
町

･
在
の
寺
院
と
の
協
議
に
よ
っ
て
出
発
が
遅
ら
さ
れ
'
町
方

･
西
浜
村
々
よ
り
の
大
野
村

打
ち
こ
わ
し
の
動
き
が
伝
え
ら
れ
て
急
拠
上
苅
村
ま
で
出
動
し
た
も
の
で
あ
る
.
こ
の
1
挟
参
加
へ
の
立
遅
れ
の
意
味
は
'
な
お
今
後
に



検
討
の
余
地
を
残
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
｡

(
4
)

(
5
)

(
6
)

(
7
)

鶴
岡
論
文
参
府
｡
な
お
史
料
館
蔵

｢祭
漁
洞
文
庫
旧
蔵
水
産
史

料
｣
所
収

r押
上
村
大
泊
家
文
番
写
｣
(寛
文
六
～
孝
和
元
)
の
押

上
村
享
保
年
間
の

｢願
書
｣
は
'
三
分

一
金
納
値
段
が
相
給
の
御

預
地
で

10両
に
付
55
俵
'
神
領
で
48
俵
7
分
5
厘
に
対
し
て
糸
魚

川
洋
の

み
37
俵
と
い
う
高
値
で
'
厩
金
納
は
33
俵
半
で
あ
る
不
当

性
を
つ
い
て
い
る
｡
こ
の
事
鰻
は
､
中
期
以
降
も
変
わ
ら
な
か
っ

た
｡第
二
節
註
(
4
)
参
照
｡

史
料
館
蔵

｢水
産
史
料
｣
所
収
前
出
史
料
お
よ
び
糸
魚
川
市
押

上
地
区
区
有
文
書
､
享
保
十
五
年
｢村
差
出
明
細
帳
｣'
同
田
伏
地

区
区
有
文
書
'
天
和
三
年

｢検
地
水
帳
｣
等
に
よ
る
｡
塩
高
は
､

田
伏
六
石
七
五

一
､
二
町
六
畝
十
六
歩
'
押
上
は
二
三
石
余
｡

田
伏
地
区
区
有
文
事
'
崖
応
二
年
｢宗
門
人
別
改
下
帳
｣'
同
明

治
三
年

｢田
伏
村
明
細
苔
上
限
｣
｡

『中
頚
城
郡
誌
』
第
二
巻
'

〓
1八
三
京
｡

史
料
館
蔵

｢水
産
史
料
｣
所
収
'
大
和
川
村
文
番

｢鬼
伏
村
彦

兵
衛
船
質
入
借
金
証
文
｣
｡

付
け
に
当
っ
た
と
い
う
｡

(
8

)

｢糸
魚
川
町
史
稿
｣
所
収

｢明
細
帳
｣
｡

(
9

)

と
り
あ
え
ず
は
前
掲

『青
海
-
そ
の
生
活
と
発
展
-
』
紹
介
の

上
路
･
今
村

･
田
海
･
青
海
各
村
の
例
参
照
｡

(
10
)

前
掲
北
島
論
文
'
三
〇
上
ニ
】
京
｡

(
ll
)

井
末
期
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
く
｡
年
季
は
二
年
季
が
基
本
で
あ

る
が
'
無
年
季
と
と
も
に
'
四
'
十
年
季
が
多
く
現
わ
れ
は
じ
め

請
返
･
流
地
も
目
立
っ
て
く
る
｡
入
質
時
期
も
年
末
に
限
定
さ
れ

な
い
｡
石
高
と
杯
米
と
の
差
は
大
き
く
な
り
'

】
件
当
り
規
模
が

二
一〇
両
'
十
石
五
斗
九

一
両
'
九
石
二
斗
八
九
両
と
多
額
の
も

の
が
見
え
は
じ
め
る
｡
こ
れ
は
'
明
ら
か
に
年
貢
納
入
日
的
で
は

な
い
｡
ほ
ぼ
罪
永
-
安
政
期
に
変
化
が
著
し
い
｡
岩
崎
･
み
の
や

等
の
大
高
特
の
急
速
な
没
落
も
こ
の
時
期
で
あ
り
'
開
港
前
後
に

お
け
る

｢幾
奴
主
的
地
主
｣
経
営
の
解
体
を
暗
示
す
る
と
思
わ
れ

る
が
'
分
析
は
後
日
に
預
る
｡

(
12
)

池
原
家
文
番

｢二
分
戯
金
騒
動
日
誌
Lt
同
｢奴
方
二
付
紛
失
物

取
調
控
｣
｡

(
13
)

大
野
中
継
所
文
番

｢天
明
元
年
越
後
国
頚
城
郡
根
知
谷
大
野
村

糸
魚
川
市
梶
屋
敷
地
区
永
越
尚
氏
か
ら
の
聴
取
に
よ
る
｡
同
家

は
幕
末
期
に
自
ら
廻
船
を
所
持
L
t
ま
た
糸
魚
川
の
廻
船
業
者
と

(
1

)

提
携
し
て
奥
地
谷
々
か
ら
の
焼
産
物

(米

･
麻

･
煙
草
)
等
の
只

十
九
世
紀
初
頭
の
町
と
村
(鎌
田
)

指
出
帳
控
Lt
同
明
治
三
年

｢大
野
村
苔
上
限
｣｡

同
右

｢杏
上
帳
｣｡
な
お

｢糸
魚
川
町
史
稿
｣所
収
'
安
永
九
年

｢

大
野
村
方
御
尋
二
付
御
答
智
｣'
天
明

｢指
出
帳
控
｣
で
は

rか

一
四
九



+
九
世
紀
初
頭
の
町
J]村
(鎌
田
)

り
ほ
し
芝
其
外
育
も
の
等
を
糸
魚
川
へ
持
出
し
渡
世
仕
侯
'
女
子

は
作
間
の
間
に
苧
は
た
任
侠
｣
と
の
み
あ
る
か
ら
'
こ
の
限
り
で

も
幕
末
の
変
化
を
察
知
し
う
る
｡

(
15
)

大
野
中
継
所
文
書
'
文
化
十
四
年
｢酒
造
願
却
下
書
類
｣｡
徳
左

衛
門
は
天
明
七
年
現
在
所
持
高
三
八
石
で
村
内
最
高
'
水
春
四
人

を
抱
え
る
｡
勿
論
こ
の
願
書
は
却
下
さ
れ
た
｡

(
16
)

同
右
'

｢従
天
明
元
辛
歳
至
同
八
成
年
記
録
官
｣

1
五
〇

(17
)

同
右
'

｢自
元
禄
九
年
至
天
保
四
年
記
録
留
｣'
同
｢村
方
一
味

連
判
之
事
｣
に
よ
る
｡

(
18
)

同
右
'

｢(勘
定
出
入
一
件
二
付
指
出
申
一
札
)｣
｡

(
19
)

同
右
t

｢内
済
証
文
之
事
｣
｡

(20
)

同
右
tL
文
化
八
年

｢(勘
定
不
正
二
付
中
桟
覚
)｣
｡

(21
)

同
右
'

｢内
済
証
文
之
事
｣

(与
兵
衛
'
下
村
惣
名
代
弥
兵
衛

才
両
村
宛
)
｡

六

黒
貝
騒
動
が
結
末
を
告
げ
て
か
ら
三
年
後
の
文
政
五
年
五
月
'
音
当
局
は
借
財
処
理
に
つ
い
て
飯
内
に
意
見
を
問
う
と
と
も
に
二
'
○

(1
)

〇
〇
両
の
御
頼
金
を
命
じ
て
来
た
｡
七
カ
年
冥
加
代
金
を
も

っ
て
返
済
'

｢以
来
決
而
御
用
金
御
東
金
等
被
仰
出
間
数
｣
と
い
う

一
札
を

小
林
与

1
郎
以
下
町
方
十
三
人
と
領
内
出
金
の
者

1
同
に
差
出
し
て
の
命
令
で
あ

っ
た
.

(2
)

こ
れ
に
対
し
て
西
浜
村
々
代
表
は
'
糸
魚
川
真
常
寺
に
会
合
し
て

一
四
ヵ
条
の
財
政
改
革
案
を
出
し
た
｡前
掲

『青
海
』
(
一
五

〇
頁

-

1
六

〇
京
)
の
要
約
を
掲
げ
て
お
こ
う
.

3藩
の
財
政
を
町
年
寄

･
剖
元
･
加
談
人
に
任
せ
る
こ
と
｡

切殿
様
御
供
･
新
古
夫
人
･
安
永
以
後
の
召
抱
人
を
減
ず
る
こ
と
｡

糊山
口
･

虫川
関
所
役
人
を
1
人
に
減
ず
る
こ
と
｡

紺
江
戸
為
登
金
飛

脚廃
止
｡
庄
屋
順
番
制
確
立
｡

糊
浜
御
番
所
を
年
寄
に
預
け
る
こ
と

｡

愉
在
所
の
代
官
以
下
を
す
べ
て
江
戸
語
と
す
る

こと
｡

S
家
中
衆
の
扶
持
を
減
ら
さ
ぬ
こ
と

(不
正
防
止
の
た
め
)｡

こ
の
'
在
地
に
よ
る
領
主
崩
を
前
提
に
し
た
思
い
切

っ
た
改
革
案
提
出
は
'

一
万
三
千
石
大
名
松
平
氏
の
財
政
の
質
的
転
換
'
ひ
い
て

は
洋
権
力
そ
の
も
の
の
変
質
を
意
味
す
る
重
要
な
事
件
で
あ

っ
た
｡



果
た
し
て
藩
は
､

｢御
政
治
向
に
相
拘
｣
わ
る
も
の
と
し
て
田
海
村
庄
屋
助
六
等
四
人
を
江
戸
に
召
喚
し
て
真
相
を
究
明
し
て
い
る
｡

こ
の
事
件
の
追
求
は
い
ま
避
け
ざ
る
を
え
な
い
が
'
こ
の
事
件
に
は
町
年
寄

･
割
元
は
関
与
し
て
い
な
か
っ
た
｡
二
年
の
出
訴
に
比
較
し

て
'
こ
こ
で
は
庄
屋
以
下
の
農
民
た
ち
の
極
立
っ
た
進
歩
が
あ
る
と
い
え
よ
う
｡
彼
等
は
'
独
自
に
藩
政
改
革
案
を
提
示
し
て
行
っ
た
の

で
あ

り
'
そ
の
行
動
の
前
提

･
背
景
が
三
年
以
前
の
出
訴
と
密
接
な
関
連
を
も
っ
こ
と
も
当
然
で
あ
る
｡

最
後
に
'
黒
貝
騒
動
に
つ
い
て
確
認
し
え
た
こ
と
を
'
ほ
ぼ
次
の
よ
う
に
要
約
し
て
お
く
｡

そ
れ
自
体
不
安
定
な
領
主
財
政
の
構
造
を
象
徴
す
る
御
用
金
政
策
が
'

一
定
の
限
界
点
に
到
達
し
て
い
た
化
政
期
に
'
独
自
に
領
主
の

新
た
な
収
奪
対
象
と
な
っ
て
来
た
農
村
に
お
け
る
'
上
層
負
の
性
格
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
｡
彼
等
は

｢農
奴
的
主
地
主
｣
の
系

譜
を
引
き
な
が
ら
も
'
こ
の
時
期
の
1
般
的

｢繁
栄
｣
の
中
で
展
開
し
は
じ
め
る
中
小
畠
経
営
の
新
た
な
掌
握
の
た
め
に
自
ら
農
村
商
人

と
し
て
(販
売
と
買
付
の
過
程
を
通
じ
て
)'
農
民
と
町
方
特
権
商
人
双
方
と
対
立
す
る
｡
村
方
騒
動
に
お
け
る
激
し
い
良
民

の
突
き
上
げ

や
'
酒
造
株
や
塩
の
生
産

･
流
通
独
占
を
め
ぐ
る
町
方
と
の
対
立
は
そ
れ
を
示
す
｡
町
方
商
人
の
経
済
的
独
占
'
と
く
に
町
方
新
興
商
人

の
上
昇
と
そ
の
権
力
へ
の
接
近

(当
面
'
御
用
金
政
策
に
寄
生
す
る
特
権
的
高
利
貸
機
能
)
が
相
乗
さ
れ
た
と
き
に
'
い
わ
ば
そ
の
分
け

前
を
め
ぐ
る
決
定
的
対
立
が
そ
こ
に
醸
成
さ
れ
た
｡
騒
動
の
一
つ
の
内
容
を
な
す
越
訴
の
背
景
は
そ
う
で
あ
る
｡

｢農
奴
主
的
地
主
｣
の
な
お
残
存
す
る
伝
統
的
支
配
'
高
率
貫
租
(石
代
位
段
の
高
さ
)'
町
方
商
人
の
前
期
的

･
特
権
的
な
生
産

･
流
通
と

金
融
支
配
の
過
程
を
通
じ
て
の
土
地
集
積
の
進
行
'
全
体
と
し
て
越
後
農
村
で
最
も
高
い
(従
っ
て
全
国
的
に
も
政
商
の
部
桁
に
旅
す
る
)小
作

料
等
の
諸
条
件
は
'
副
業
的
商
品
生
産
の
未
発
達
下
に
あ
っ
て
'
中
小
幾
層
の
経
営
存
続

･
拡
大
を
阻
止
し
て
行
-
｡
村
落
内
部
に
は
蹴

し
い
階
層
分
化
移
が
現
実
に
進
行
し
な
が
ら
'
そ
れ
が
直
ち
に
持
高
移
動
=
経
営
変
化
と
な
っ
て
表
わ
れ
ず
'
証
文
杏
替
え
に
よ
る
質
地

動
を
急
速
に
進
行
さ
せ
て
'
こ
の
過
程
で
の
上
層
農
お
よ
び
町
方
商
人
に
よ
る
金
融
支
配
が
強
化
さ
れ
'
質
地
地
主
-
小
作
関
係
を
全
般

的
に
再
生
産
し
な
が
ら
事
態
は
進
行
し
て
行
-

(
再
生
産
維
持
の
た
め
の
中
小
幾
層
の
日
常
的
抵
抗
は
村
方
騒
動
と
し
て
展
開
す
る
が
'

十
九
世
紀
初
頭
の
町
と
村
(鎌
田
)

】
五
一
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二

そ
れ
自
体
は
既
存
の
村
落
支
配
体
制
を
動
揺
さ
せ
て
も
'
直
ち
に
崩
壊
さ
せ
る
カ
に
な
り
え
な
い
)
｡

打
ち
こ
わ
し
に
お
け
る
'
町
方

･

村
方
の
組
織
的
蜂
起
の
客
観
的
条
件
は
そ
う
考
え
ら
れ
る
｡

町
方

･
村
方
の
無
高

･
貧
民
層
の
数
自
体
は
き
わ
め
て
多
い
が
'
彼
等
が
自
ら
蜂
起
自
体
の
中
心
勢
力
に
な
っ
て
行
っ
た
形
跡
は
'
今

の
と
こ
ろ
み
ら
れ
な
い
｡
化
政
期
段
階
の
基
本
的
な
矛
盾
は
'
都
市
う
ち
こ
わ
し
の
要
素
を
含
み
な
が
ら
も
'
諸
階
層
の
要
求
が
村
方
の

町
方
攻
撃
と
い
う
か
た
ち
で
表
現
さ
れ
る
よ
う
な
特
質
を
持
っ
て
い
た
の
だ
と
い
え
る
｡
も
ち
ろ
ん
そ
の
よ
う
な
把
握
の
仕
方
だ
け
で
'

こ
の
時
期
の
町
と
村
の
関
係
'
全
般
的
な
社
会

･
経
済
的
な
諸
関
係
を
充
分
に
は
認
識
し
え
な
い
だ
ろ
う
｡

糸
魚
川
の
騒
動
が
鎮
圧
さ
れ
た
直
後
の
九
月
二
七
日
に
'
幕
領

･
田
沼
領

･
糸
魚
川
領
が
入
組
ん
で
い
る
早
川
谷
の
村
々
で
発
生
し
た

小
首
姓
の
蜂
起

(第
二
節
参
照
)
は
'

明
ら
か
に
累
月
騒
動
の
影
響
を
受
け
た
'
そ
れ
と
一
連
の
事
件
で
あ
っ
た
.
上
出

･
下
出
両
村
は

糸
魚
川
領
の
相
給
村
で
あ
る
｡
田
沼
飯
村
々
は
黒
貝
騒
動
の
二
年
前
の
文
化
十
四
年
に
一
挟

(打
ち
こ
わ
し
)
が
発
生
し
'
こ
れ
が

一
時

(3
)

的
に
急
速
に
広
が
っ
て
い
た
｡
同
種
の
事
件
が
発
生
し
う
る
客
観
的
要
素
が
西
浜
の
糸
魚
川
領
村
々
に
も

一
般
的
に
伏
在
し
て
い
た
こ
と

は
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
｡

天
保
期
に
入
る
と
'
確
か
に
新
し
い
問
題
が
発
生
し
て
来
る
｡
藩
役
所
が
自
ら
'

当
春
中
♂
時
候
不
順
二
両
作
方
取
実
相
分
侯
二
付
'
小
作
之
者
共
申
合
'
田
主
江
不
当
之
引
方
申
立
侯
村
方
茂
有
之
侯
趣
相
聞
'
不

時
之
事
二
供
'
尤
格
別
取
実
無
之
場
所
ハ
苅
取
前
内
見
請
'
相
当
之
引
方
勘
弁
諸
侯
義
者
勿
論
二
可
有
之
等
之
処
'
無
其
儀
も
大
勢

(4
)

申
合
事

(下
略
)

(5
)

と
小
作
人
の
徒
党
を
禁
止
し
'
地
主
眉
擁
護
の
姿
勢
を
見
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
事
情
は
'
領
内

一
般
に
発
生
し
て
来
て
い
た
｡
化
政
期

は
'
こ
う
し
た
状
勢
を
内
部
に
鮫
成
し
な
が
ら
'
そ
の
対
立
が
未
だ
表
面
化
し
て
い
な
い
｡
明
治
二
年
の
贋
金
騒
動
は
政
治
的
空
白
期
に

お
け
る
'
ま
さ
に
そ
う
し
た
村
落
内
部
の
矛
盾
の
爆
発
を
象
徴
的
に
示
す
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
｡
に
も
か
か
わ
ら
ず
'
化
政
期
に
お
け
る



事
態
が
基
本
的
に
は
村
方
に
よ
る
町
方
攻
撃
と
な

っ
て
表
わ
れ
た
こ
と
の
意
味
は
'
さ
ら
に
厳
密
に
究
明
さ
れ
る
必
要
が

あ

る
｡

本
稿

は
'
当
段
階
に
お
け
る
町
と
村
の
基
本
的
な
関
係
を
確
定
す
る
た
め
の
さ
さ
や
か
な
報
告
で
あ
る
｡

註(
1
)
･(
2

)

小
林
家
文
書

｢御
用
留
｣
'
文
政
五
年
五
月
｡

(
3
)
前

掲

『青
海
-
そ
の
生
治
と
発
展
-
』

1
五
八
京
以
下
参
照
｡

(
4
)

池
原
家
文
書

｢御
用
留
｣
天
保
六
年
十
月
被
仰
渡
｡

(
5
)

大
野
中
継
所
文
事
'
天
保
七
年

｢拝
借
米
願
｣
｡

(付
記
)
本
稿
は
'
昭
和
三
九

･
四
〇
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費

(機
関
研
究
)
に
よ
る
史
料
館
の
共
同
研
究

｢近
世
城
下
町
史
料
の
基
礎
的
研
究
｣
の
分

担
課
題
の
】
部
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
る
｡

現
地
調
査
に
当
っ
て
は
'
糸
魚
川
市
教
育
委
員
会
の
ご
協
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
｡
と
く
に
調
査
の
全
過
程
に
わ
た
っ
て
終
始
お
世
話
を
下
さ

っ
た
社
会
教
育
課
主
事
綱
島
進
氏
に
は
多
大
の
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
｡
研
究
方
法
そ
の
他
万
般
に
わ
た
る
ご
指
導
を
賜
わ
っ
た
同
市
の
青
木
韮
尊

氏
の
お
力
添
え
も
大
き
い
も
の
が
あ
る
｡
現
地
で
直
接
仕
事
に
協
力
し
て
下
さ
っ
た
上
'
種
々
ご
配
慮
を
賜
わ
っ
た
新
潟
県
教
育
委
員
会
指
導
主
事

渡
辺
秀
雄
氏
･
糸
魚
川
市
文
化
財
保
護
委
員
会
副
委
員
長
丸
田
括
竜
氏
･
同
市
主
事
田
原
菩
代
書
氏
そ
の
他
多
数
の
方
々
と
も
ど
も
深
い
謝
意
を
表

す
る
｡
次
に
数
度
に
わ
た
る
調
査
'
長
期
に
わ
た
る
史
料
借
覧
に
格
別
の
ご
便
宜
を
与
え
て
下
さ
っ
た
史
料
所
蔵
者

･
保
管
者
等
各
位
の
芳
名
を
記
し
て

謝
意
に
代
え
た
い
｡

小
林
昭
三
氏
･
池
原
真
事
氏
･
山
崎
隼

1
氏
･
不
破
野
道
雄
氏

･
大
瀬
政
義
氏
･
田
伏
地
区
区
長
氏
･
永
沢
ヤ
ス
氏

(順
不
同
)

十
九
世
紀
初
頭
の
町
と
村
(鎌
田
)


